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そ
れ
ほ
ど

大
き
な
被

害
を
受
け

な
か
っ
た

の
で
、
私

の
息
子

︵
黒
田
了

智
さ
ん
＝

97
年
文

卒
︶
た
ち

が「
震
災

支
援
を
続

け
る
会
」

に
加
わ
っ

て
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活

動
を
し
て

い
ま
す
。

　

後
輩
の

学
生
さ
ん

た
ち
が
作

っ
た
宇
治

茶
と
寄
せ
書
き
が
、
校
友
会

本
部
か
ら
届
き
ま
し
た
。
思

い
が
け
な
い
こ
と
で
、
本
当
に

よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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字
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星
野
元
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・
第
９
代
学
長

「
熊
本
地
震
」 

校
友
と
大
学
が
共
に
支
援
活
動

校友会設立115周年記念事業
2016年度 龍谷大学「心の講座」

　７月１日、リーガロイヤルホテル小倉にて龍谷大学校友会北豊支部が設立された。
　当日の参加者は 62 名。会員は（北九州市門司区、小倉北区、小倉南区、八幡東区の一部、田川市、
田川郡、行橋市、豊前市、京都郡、築上郡）に在住、勤務する卒業生で構成されており、その数は
現在 100 名を超える。今後、地域の特性を活かした様 な々活動を展開していく予定。
　北豊支部設立のきっかけは、「福岡県に支部を再興すべし」との龍谷大学元事務局長　霍

つる

野
の

廣
ひろ

紹
つぐ

さ
んの鶴の一声だった。この声を受けた大江智城さんは情熱をほとばしらせながら発起人（17名）をつのり、
約３ケ月で設立する運びとなった。
　総会当日は、池田勉副学長、湯口博校友会副会長が支部の発展
にエールを送った。支部長には仁保一正さんが就任。「以前支部が
あったのだが、数年で活動を休止したので今回は長く続けていきたい」
と抱負を述べた。
　懇親会では、おのおのテーブルを回り親睦を深めている光景が印
象的だった。また、沓屋敬之さんが徹夜で考えたという「オンリーワン
よりナンバーワンゲーム」を披露。学部、年代を超え交流をはかること
ができた。笑顔と赤ら顔が溢れる和やかな懇親会となった。

龍谷大学校友会
『福岡県・北

ほ っ ぽ う

豊支部』設立
～地域の特性を活かした文化的な活動を～

第
16
回
校
友
会
賞
・
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム

校
友
の
著
書
・
校
友
会
ス
ケ
ジュー
ル
（
下
半
期
） ・・

2
面

歴
史
実
証
⑫
・
校
友
最
前
線
・
校
友
短
信
 ・
３
面

海
外
で
活
躍
す
る
校
友
・
経
営
者
登
場
・
結
婚
お
め
で
と
う
 ・
４
面

Who's Who

・
校
友
か
ら
の
便
り
・
龍
Ｒｏｎ
小
町
 ・
5
面

各
学
部
同
窓
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
・
決
算
表
 ・
6
面

地
域
支
部
・
職
域
支
部
・
サ
ー
ク
ル
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会
 ・
7
面

仏
教
に
学
ぶ
・
校
友
の
お
店
 ・・・・
８
面

　

４
月
14
日
夜
お
よ
び
16
日

未
明
、
最
大
震
度
７
を
観
測

し
た
熊
本
地
震
で
、
多
く
の

龍
谷
大
学
校
友
、
学
生
の
家

屋
が
被
害
を
受
け
た
。

　

校
友
会
事
務
局
に
は
、
熊

本
県
在
住
の
校
友
か
ら
、

次
々
と
被
害
の
状
況
報
告
が

寄
せ
ら
れ
た
。
菊
池
市
か
ら

「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
、
順
調

に
生
活
し
て
い
ま
す
」、
水

俣
市
か
ら
「
震
源
地
か
ら
近

か
っ
た
も
の
の
、
被
害
は
少

な
か
っ
た
」と
い
う
も
の
や
、

大
津
町
か
ら
「
家
が
傾
き
、

11
日
間
、
車
で
生
活
し
た
」、

熊
本
市
か
ら
「
車
の
中
で
宿

泊
し
、水
と
食
べ
物
の
調
達
。

疲
れ
た
中
、
余
震
に
お
び
え

な
が
ら
︰
︰
」、
阿
蘇
郡
か

ら
「
本
堂
も
傾
き
、
楼
門
、

鐘
門
も
倒
壊
し
、
門
徒
さ
ん

も
多
く
が

被
災
さ
れ

た
」
と
い

う
、
深
刻

な
も
の
も

含
ま
れ
て

い
る
。

　

校
友
会

で
は
直
ち

に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で

お
見
舞
い

の
文
章
を

掲
載
す
る

と
共
に
、

経
済
学
部

の
伊
達
浩

憲
研
究
室

の
学
生
た

ち
が
、
京

都
・
南
山

城
村
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人

と
連
携
し

て
企
画
・

製
作
し
て
い
る
宇
治
茶「
雫し

ず
く

」

を
、
学
生
た
ち
の
寄
せ
書
き

を
そ
え
て
、
県
下
の
校
友
の

も
と
に
送
付
し
た
。
寄
せ
書

き
に
は
「
京
都
か
ら
で
は
あ

り
ま
す
が
、
先
輩
方
の
こ
と

を
思
っ
て
お
り
ま
す
。
共
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
な
ど

の
心
の
こ
も
っ
た
言
葉
が
記

さ
れ
て
い
る
。後
日
、
被
災

地
の
校
友
か
ら
、
た
く
さ
ん

の
礼
状
が
校
友
会
事
務
局
に

届
い
た
。

　

一
方
、
大
学
も
７
月
８
日

か
ら
10
日
ま
で
、
現
地
に
復

興
支
援
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
バ
ス
を
運
行
し
た
。
参
加

費
１
万
円
︵
交
通
費
・
宿
泊

費
等
︶
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

募
集
人
数
を
は
る
か
に
超
え

る
応
募
が
あ
り
、
30
名
の
学

生
と
４
名
の
教
職
員
が
現
地

に
赴
い
た
。

　

ま
た
、
卒
業
生
で
あ
る
校

友
も
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
た
と

え
ば
「
震
災
支
援
を
続
け
る

会
」。
石
﨑
博
敍
さ
ん
︵
91

年
文
卒
︶
が
代
表
幹
事
を
つ

と
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
で
あ
る
。

　

同
会
は
東
日
本
大
震
災
直

後
の
11
年
４
月
か
ら
、
宮
城

県
の
亘
理
町
や
福
島
県
楢
葉

町
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
被

災
地
に
、
鍋
や
皿
、
急
須
、

ま
な
板
、
包
丁
な
ど
の
22
品

目
を
、
被
災
者
が
仮
設
住
宅

に
入
居
さ
れ
た
時
に
届
け
て

い
る
。

　

今
回
の
熊
本
地
震
で
も
、

西
原
村
と
南
阿
蘇
村
と
益
城

町
の
仮
設
住
宅
に
、
約
１
千

セ
ッ
ト
の
生
活
用
品
︵
７
月

末
現
在
︶
を
送
り
届
け
た
。

　

こ
の
よ
う
に
熊
本
地
震
に

対
し
て
、
校
友
と
大
学
が
共

に
復
興
支
援
を
続
け
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
８
月

26
日
に
、
校
友
会
熊
本
県
支

部
の
総
会
が
、
熊
本
市
で
開

催
さ
れ
た
。︵
詳
細
は
８
面
︶

　

校
友
会
は
、
一
日
も
早
く

震
災
以
前
の
日
常
を
取
り
戻

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
、
強

く
願
っ
て
い
る
。

女性会員が多くて華やかです。
風船ゲームの様子

震災支援を続ける会（大阪・東淀川区・ビハーラ）

「特別講座 in 奈良」

京都から「心の発信を」と、2014年度から始まり、多くの校友や一般の皆さまに
聴講いただき、龍谷大学に触れていただく貴重な機会となっている。
会 　 　 場：龍谷大学響都ホール校友会館（JR京都駅前アバンティ９階）
講 座 時 間：開場 12:00、開講 13:00
参 加 費：無料〈事前申し込み要〉（定員：各回 350 名）
●第６回 （10月15日）
高田文英氏（龍谷大学文学部准教授）・夢枕獏氏（小説家・エッセイスト）

●第７回 （11月26日）
福原隆善師（浄土宗大本山百萬遍知恩寺第 75 世法主）
松平定知氏（フリーアナウンサー）
※お申し込みは、
　FAX075-365-1055「2016 年度龍谷大学『心の講座』受付係」
　もしくは校友会HP「心の講座」より
　HP：http://www.ryukoku.ac.jp/alumni/

会　　　場：薬師寺大講堂前
時　　　間：受付 13：00、開講 14：00
※お申し込みは、10月3日（月）～10月31日（月） 
※詳細は、別紙チラシをご参照ください
※チラシでご案内しております第 2部の出演者は、東儀秀樹氏と上原まり氏の
　2名に変更になりました。ご了承ください。

平常展
「仏教の思想と文化 インドから日本へ」（第 2 期）

２０１7年1月9日（月・祝）～2月19日（日）

次回予告

第25代専如門主　伝灯奉告法要記念
特別展「浄土真宗と本願寺の名宝Ⅰ」

― 受け継がれる美とこころ ―
　この秋から西本願寺で勤められる伝灯奉告法要を
記念して、800 年の歴史を誇る浄土真宗と本願寺
の展覧会を開催します。本展では、宗祖・親鸞聖
人から安土桃山時代に活躍した第 11 代顕如宗主ま
での歴代宗主に加え、専如門主に受け継がれてき
た法宝物をご紹介するとともに、かつての伝灯奉告
法要に関連する映像や資料を展示します。また、国
宝「三十六人家集」をはじめとする西本願寺の名
宝の数々に加え、各地の浄土真宗寺院に所蔵され
る多様な法宝物など、約110件を公開します。

龍谷大学校友会
115周年記念事業
龍谷ミュージアム
無料ご優待券
期日：2017年3月31日（金）まで
（お一人様１回限り同伴者1名含め無料で
入館いただけます）

■会　　期：2016年9月24日（土）～11月27日（日）※休館日：9/26・10/11・10/17・10/31・11/14
■開館時間：9:30～18:00　※10/1～10は20:30まで（入館は閉館30分前まで）
■入 館 料：一般 1,200（1,000）円　高大生800（600）円　小中生 400（300）円
　　　　 　※（　）内は20名以上の団体料金
■主 催：龍谷大学 龍谷ミュージアム、浄土真宗本願寺派、本山 本願寺、毎日新聞社、京都新聞
■問合わせ：龍谷ミュージアム   TEL：075-351-2500　FAX：075-351-2577
　　　　　 http://museum.ryukoku.ac.jp/

国宝「三十六人家集」37帖のうち『忠見集』
平安時代後期　西本願寺蔵

・
校
友
か
ら
の
便
り
・
龍
Ｒｏｎ
小
町

復
興
を
願
っ
て

学生ボランティア

「負けんばい熊本！」　熊本県支部総会(8月26日)

思
い
が
け
な
く
宇
治
茶
が

校
友
会
熊
本
県
支
部

黒
田
宏
信
支
部
長

（
71
年
文
卒
）　　

　

熊
本
県
下
に
住
む
校
友
の

自
宅
が
、
地
域
に
よって
異
な

り
ま
す
が
、
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
支
部
総
会
の

会
場
と
な
る
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ

ッ
ス
ル
も
、
宿
泊
で
き
な
い
状

況
で
す
。
た
だ
会
合
や
イ
ベ

ン
ト
は
可
能
だ
っ
た
の
で
、
８

月
26
日
、
こ
こ
で
支
部
総
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

熊
本
県
支
部
で
は
被
災
者

も
多
く
、
復
興
支
援
活
動
に

ま
で
踏
み
出
せ
て
は
お
り
ま

せ
ん
。
今
回
の
総
会
に
あ
わ

せ
て
、
社
会
学
者
で
僧
侶
の

釈
徹
宗
さ
ん
︵
89
年
文
博
士

課
程
了
︶
を
講
師
に
公
開
講

座
を
開
き
、
多
く
の
市
民
の

み
な
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
が
、
復
興
へ
の
き
っ

か
け
の
ひ
と
つ
に
な
れ
ば
と
思

って
い
ま
す
。

　

私
が
住
む
芦
北
地
区
は
、

※詳細は龍谷ミュージアムHPでご確認ください
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２
５
０
０

年
以
上
前
の

「
ブ
ッ
ダ
の

言
葉
」を
大

阪
の
お
ば
ち

ゃ
ん
の
日
常

の
出
来
事
か
ら
超
訳
し
て
み
た
ら

︙
︙
。
そ
ん
な
試
み
を
イ
ラ
ス
ト

付
き
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

「
般
若
心
経
」が「
大
乗
仏
教
の

経
典
」
が
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
が
心
に

染
み
て
、
読
ん
で
見
て
笑
って
泣
け

て
、
心
が
ち
ょっ
と
軽
く
な
る
。

四
六
判 

2
0
3 

ペ
ー
ジ

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

1
，2
0
0
円
＋
税

　

宗
教
間
の

問
題
に
は
温

和
な
態
度
を

示
し
て
き
た

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ

ロ
２
世
。
で
も
そ
れ
は
ポ
ー
ズ
だ
っ

た
の
か
。
自
身
も
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
光
教
寺
の
住
職
と
し
て
、
真

摯
に
宗
教
に
向
き
合
っ
て
き
た
立

場
か
ら
、
宗
教
と
は
！
と
様
々
な

疑
問
反
論
を
重
ね
、
法
王
さ
ま
の

仏
教
批
判
を
「
間
違
っ
て
い
る
！
」

と
指
摘
す
る
。

四
六
判 

2
7
2
ペ
ー
ジ

国
書
刊
行
会

1
，8
0
0
円
＋
税

第
16
回
校
友
会
賞

 

校
友
会
役
員
一
覧
︵
２
０
１
６
年
4
月
～
２
０
１
９
年
3
月
︶

　

龍
谷
大
学
校
友
会
で
は
課

外
活
動
な
ど
で
顕
著
な
成
績

を
上
げ
、
母
校
発
展
の
気
運

を
盛
り
上
げ
た
学
生
︵
在
学

生
︶
に
対
し
て
、
そ
の
功
績

を
讃
え
て
「
校
友
会
賞
」
を

贈
呈
し
て
い
る
。

　

第
16
回
と
な
る
「
校
友
会

賞
」
に
は
龍
谷
大
学
学
友
会

学
術
文
化
局
吹
奏
楽
部
︻
金

管
八
重
奏
︼
の
8
名
に
贈
呈

さ
れ
た
。

　

贈
呈
式
は
例
年
通
り
、
5

月
21
日
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス 

顕
真
館
に
て
執
り
行
わ
れ

た
。

︿
受
賞
理
由
﹀

　

第
39
回
全
日
本
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
︵
大
学
の

部
︶
に
関
西
代
表
と
し
て
出

場
し
、
金
賞
を
受
賞
。︵
金

賞
は
全
国
ト
ッ
プ
の
称
号
︶

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
は
3
名
か
ら
8
名
の
多
種

多
様
な
楽
器
構
成
で
編
成
さ

れ
、
指
揮
者
な
し
で
演
奏
さ

れ
る
形
式
で
、
高
い
個
人
技

術
に
加
え
、
豊
か
な
音
楽
性

と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
力
が
要
求

さ
れ
る
難
易
度
の
高
い
コ
ン

テ
ス
ト
。

　

そ
の
全
国
大
会
の
舞
台
で

は
、
実
力
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
、
素
晴
ら
し
い
サ
ウ
ン
ド

と
色
彩
感
で
審
査
員
と
約

２
︐０
０
０
人
の
観
客
に
感

銘
を
与
え
る
名
演
奏
で
あ
っ

た
。

　

金
賞
受
賞
の
成
績
を
讃
え

る
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま

す
の
活
躍
を
期
待
し
て
校
友

2016年度　下半期校友会スケジュール　〈予定〉
日　程 区　分 イベント内容 場　所

10月15日（土) 校友会本部・京都市支部 龍谷大学「心の講座」　講師（第一講）高田 文英氏　（第二講）夢枕 獏氏 京都市・龍谷大学響都ホール　校友会館
10月15日（土) 大阪・中央支部 本町音楽祭（クラシック・ジャズ・他） 大阪市・本願寺津村別院（北御堂）津村ホール
10月15日（土) 南カリフォルニア支部 物故会員追悼法要 ガーデナ市・ガーデナ仏教会
10月15日（土) 法曹支部 総会・懇親会 深草キャンパス
10月22日（土） 校友会本部 全国支部長会 広島市・広島別院
10月23日（日） 校友会本部・広島県支部 龍谷大学心の講座＆全国校友大会 in 広島 広島市・広島別院
10月23日（日） 校友会本部 第 2 回龍 Ron 小町総会 in 広島 広島市・広島別院
10月29日（土) 校友会本部 ホームカミング・デー 瀬田キャンパス
10月29日（土) 経済学部同窓会 経済学部同窓会　50 周年記念事業 深草キャンパス
10月29日（土) 社会学部同窓会 社会学部同窓会「2016 年度 卒業生の集い」 瀬田キャンパス・REC 地下食堂
10月29日（土) 東北支部 総会・講演会・懇親会 仙台市・仙台別院
10月29日（土) 京都市支部 京都市支部　龍 Ron 小町：香りを楽しむ・茶道体験 龍谷大学町家キャンパス
10月29日（土) 山口県支部 山口県支部　龍 Ron 小町：陶芸体験・昼食会 下関市・も美じ窯
11月  1日（火) 経営学部同窓会 税理士養成講座（受付 10 月１日～ 31 日） インターネットスクール WEB 講座
11月  5日（土) 国際文化学部同窓会 総会、卒業生・恩師のつどい 深草キャンパス
11月  6日（日) 校友会本部 ホームカミング・デー、校友総会、龍谷賞贈呈式 深草キャンパス
11月  6日（日) 法学部同窓会 リユニオン 京都市・京都ロイヤルホテル＆スパ
11月  6日（日) 政策学部同窓会 総会・食事会 深草キャンパス
11月  6日（日) 香川県支部 母校見学ツアー 深草キャンパス
11月  6日（日) 職業会計人グループ（RAS) 研修会 深草キャンパス
11月13日（日) 経営学部同窓会 校友音楽祭 in 響都ホール 京都市・龍谷大学響都ホール　校友会館
11月17日（木) ハワイ支部 総会・講演会・懇親会 ホノルル市・仏教研究所
11月20日（日) 校友会本部・奈良県支部 龍谷大学心の講座 in 奈良 奈良市・薬師寺
11月26日（土) 校友会本部・京都市支部 龍谷大学「心の講座」　講師（第一講）福原 隆善師　（第二講）松平 定知氏 京都市・龍谷大学響都ホール　校友会館
11月26日（土) 和歌山県・海南有田支部 バスツアー＆龍谷大学「心の講座」聴講（予定） 京都市・龍谷大学響都ホール　校友会館　他

12月23日（金・祝） 学校園教員支部（教龍会） 総会・交流会・懇親会 大宮キャンパスまたは深草キャンパス
1月25日（水) 南カリフォルニア支部 総会・新年会 ガーデナ市・ガーデナ仏教会
2月  1日（水) 東京支部 新会員歓迎＆年賀会 東京都・未定

2月11日（土・祝) ぎんなん会 総会・研究会 深草キャンパス
3月16日（木) 大学・短大 卒業式（文・済・営・法・国・政・短） 深草キャンパス
3月16日（木) 各学部同窓会 新入会員歓迎祝賀会（文・済・営・法・国・政・短） 各学部により異なります
3月16日（木) 法学部同窓会 総会 未定
3月17日（金) 大学・大学院 卒業式・修了式（理工・社・各研究科） 瀬田キャンパス
3月17日（金) 各学部同窓会 新入会員歓迎祝賀会（理工・社） 各学部により異なります
3月18日（土) 大学院 修了式（文・済・営・法・国・政・各研究科） 深草キャンパス
3月18日（土) 各学部同窓会 新入会員歓迎祝賀会（文・済・営・法・国・政・各研究科、法科大学院、実践真宗学大学院） 深草キャンパス・22 号館地下食堂
3月21日（火) ハワイ支部 春季龍谷セミナー・懇親会 ホノルル市・仏教研究所

氏　　　名 卒業 卒業学部
会　長 村上　太胤 1969 文学部
副会長 小川　信正 1967 文学部
副会長 湯口　　博 1969 経済学部
副会長 大西耕太郎 1992 経営学部
副会長 町田　徳男 1980 法学部
副会長 木林　哲正 1994 理工学部
副会長 荒川林太郎 1993 社会学部
副会長 神先明日香 2000 国際文化学部
副会長 田中　友悟 2015 政策学部

常任理事（総務部会長） 樽井　　博 1971 経営学部
常任理事（広報部会長） 米田　禎孝 1972 経営学部
常任理事（事業部会長） 上橋　一義 1993 社会学部

常任理事 野村　康治 1981 文学部
常任理事 田中　正勝 1978 経済学部
常任理事 長野加津雄 1985 法学部
常任理事 山根　拓也 1996 理工学部
常任理事 佐和　達児 2000 国際文化学部
常任理事 藤井　勇也 2015 政策学部
理　事 松浦　俊昭 1992 文学研究科
理　事 爾　　英晃 1998 文学研究科
理　事 星野　知也 1997 文学部
理　事 田村富美子 1969 文学部
理　事 前田　佳子 1993 文学部
理　事 河本　明重 1967 経済学部
理　事 田口　まゆ 2004 経済学部
理　事 水野　祥司 2001 経営学部
理　事 小濱　聖明 2009 経営学研究科
理　事 成松　重人 1987 法学部
理　事 村上　孝弘 1986 法学部
理　事 森　　正和 1999 理工学研究科
理　事 内田　順子 1998 理工学部
理　事 成宮　孝之 1993 社会学部
理　事 青山　佳代 1997 社会学部
理　事 江口　浩一 2000 国際文化学部
理　事 野田　沙良 2003 国際文化学部
理　事 中島　美月 2015 政策学部
理　事 角本　知史 2015 政策学部
監　事 阪口新太郎 1976 経営学部
監　事 石坂　省悟 2009 法科大学院

会
賞
を
贈
呈
し
た
。

　

贈
呈
式
当
日
、
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し

た
メ
ン
バ
ー
8
名
全
員
は
揃

わ
な
か
っ
た
が
、
出
席
し
た

6
名
が
演
奏
を
披
露
し
て
く

れ
た
。曲
名
は「
花
は
咲
く
」。

　

顕
真
館
に
響
く
優
し
く
温

か
な
音
色
は
、
当
日
降
誕
会

法
要
か
ら
出
席
し
て
い
た

方
々
に
ひ
と
と
き
の
安
ら
ぎ

を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

︿
写
真
は
イ
ヤ
ー
ブ
ッ
ク
作
成

委
員
会
提
供
﹀

　

4
月
8
日
、
深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
「
ふ
る
さ
と
タ
イ

ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
で
９
回
目
を
迎
え

る
「
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
」
は
、

近
畿
以
外
の
地
方
か
ら
入
学

し
た
新
入
生
を
対
象
に
、
同

郷
出
身
学
生
が
つ
な
が
り
を

広
げ
る
機
会
と
し
て
、
大
学
・

親
和
会
・
校
友
会
の
三
者
共

催
で
実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
は
、
昨
年
ま
で
の
地

域
に
加
え
、
和
歌
山
県
・
三

重
県
出
身
者
、
そ
し
て
留
学

生
も
参
加
し
た
。

　

約
200
名
の
学
生
と
、
地
域

支
部
か
ら
11
名
の
役
員
お
よ

び
全
国
の
行
政
関
係
者
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
各
出

身
８
ブ
ロッ
ク
の
部
屋
に
分
か

れ
て
学
生
生
活
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
も
らっ
た
。

　

卒
業
後
に
U
・
I
タ
ー
ン

を
考
え
て
い
る
学
生
な
ど
は
、

同
郷
の
先
輩
の
お
話
を
伺
う

貴
重
な
機
会
と
な
り
、
こ
れ

を
機
会
に
学
友
の
輪
を
広
げ
、

龍
谷
大
学
生
と
し
て
有
縁
の

つ
な
が
り
を
学
び
、
卒
業
後

に
は
地
域
に
根
ざ
す
校
友
会

支
部
等
に
参
加
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

  

ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
開
催

    

校
友
の
著
書

﹃
う
つ
病
、
就
活
２
０
０
社 

 

落
ち
︒
な
の
で
、
ぼ
く
は

  

起
業
し
ま
し
た
︒﹄

北
原

　竜
也
さ
ん

（
11
年
経
営
卒
）

入
井

　善
樹
さ
ん

（
65
年
文
卒
）

﹃
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ
ん
超
訳

  

ブ
ッ
ダ
の
言
葉
﹄

釈
　徹
宗
さ
ん

（
89
年
文
博
士
課
程
了
）

﹃
法
王
さ
ま
、

  

親
鸞
が
答
え
ま
す
﹄

　

親
鸞
聖

人
の
弟
子

の
唯
円
に
よ

っ
て
、
親
鸞

の
語
録
と

そ
の
解
釈
、
異
議
・
異
端
の
説
へ

の
批
判
な
ど
が
書
か
れ
た
「
歎
異

抄
」。
今
か
ら
7
3
0
年
ほ
ど
前

に
書
か
れ
、
今
も
な
お
人
の
心
を

引
き
つ
け
て
止
ま
な
い
。
現
代
の

視
点
で
読
み
直
し
、
理
解
を
深
め
、

親
鸞
の
言
葉
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
テ
キ
ス
ト
。

Ａ
５
判 

95
ペ
ー
ジ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版 

5
2
4
円
＋
税

釈
　徹
宗
さ
ん

（
89
年
文
博
士
課
程
了
）

﹃
１
０
０
分
de
名
著

  

歎
異
抄
﹄

　

在
学
時

に
う
つ
病

に
な
り
、

就
活
で
は

２
０
０
社
以

上
の
企
業

に
落
ち
、
や
っ
と
取
れ
た
内
定
は

辞
退
。
就
職
せ
ず
に
起
業
す
る
道

を
選
ん
だ
ぼ
く
の
実
体
験
を
も
と

に
綴
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
詰
ま
っ
た

一
冊
。
こ
れ
ら
の
経
験
が
現
在
の

仕
事
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

四
六
判 

1
6
8
ペ
ー
ジ　

文
芸
社　

1
，0
0
0
円
＋
税

団
体
：
龍
谷
大
学
学
友
会
学
術
文
化
局

吹
奏
楽
部
︻
金
管
八
重
奏
︼
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こ
の
歌
詞
を
見
て
、
懐
か

し
く
思
う
校
友
の
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、

現
在
の
学
歌
と
「
ど
こ
か
違

う
な
？
」
と
思
わ
れ
る
方
は

も
っ
と
多
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
歌
詞
は
、
昭
和
７
年

５
月
20
日
に
行
わ
れ
た
大
学

昇
格
十
周
年
記
念
式
典
に
お

い
て
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
よ

う
と
、「
応
募
歌
詞
は
審
査

委
員
に
お
い
て
厳
選
の
上
作

曲
の
大
家
に
依
頼
し
て
光
輝

あ
る
校
歌
を
学
園
に
高
唱
す

べ
く
」（『
中
外
日
報
昭
和
７

シリーズ
龍谷大学の
歴史実証⑫

大
学
昇
格
十
周
年
記
念
に

公
募
歌
詞
で
作
ら
れ
た
「
学
歌
」

年
１
月
１
日
号
』）
学
友
会

が
同
窓
生
と
学
生
に
歌
詞
の

募
集
を
行
い
、
応
募
作
の
佳

作
第
一
席
を
学
歌
作
製
委
員

会
が
補
訂
し
て
、
昭
和
８
年

に
制
定
さ
れ
た
「
校
歌
」
な

の
で
す
。

学
歌
作
製
委
員
会
の
研
究

科
生（
今
の
大
学
院
に
相
当
）

代
表
メ
ン
バ
ー
と
し
て
作
製

に
携
わ
っ
た
故
山
崎
昭
見
氏

（
後
に
校
友
会
長
）
は
、
昭

和
55
年
に
出
さ
れ
た
「
学
生

生
活
の
手
引
き
」
の
中
で
当

時
の
思
い
出
を
次
の
よ
う
に

語
っ
て
い
ま
す
。

『
当
時
龍
大
は

文
学
部
の
み
の
単

科
大
学
で
は
あ
っ

た
が
、
新
た
に
で

き
た
大
学
令
に
よ

る
新
鮮
な
大
学
と

し
て
生
ま
れ
変
わ

っ
た
頃
で
、
学
生

の
意
気
き
わ
め
て

さ
か
ん
、
学
生
達

の
間
に
龍
大
の
独

自
の
使
命
と
は
何

ぞ
、
建
学
の
精
神

い
か
ん
、
と
そ
の

論
議
は
教
室
で
、

校
庭
で
相
当
か
ま

び
す
し
い
も
の
が

あ
っ
た
。
こ
の

校
内
の
雰
囲
気
の

盛
り
上
が
っ
た
頃
、
学
生
間

に
さ
さ
や
か
れ
て
き
た
の
が

新
し
い
学
歌
を
作
ろ
う
、
と

い
う
声
で
あ
っ
た
。〈
中
略
〉

作
曲
に
つ
い
て
は
、
当
時
作

曲
家
と
し
て
世
界
的
に
知
ら

れ
て
い
た
山
田
耕
筰
氏
に
依

頼
す
る
こ
と
に
内
々
決
め
て

い
た
も
の
の
、
そ
の
謝
礼
に

つ
い
て
は
ず
い
分
苦
心
し
た

思
い
出
が
あ
る
。
学
生
数
の

少
な
い
小
型
大
学
の
学
友
会

の
予
算
を
傾
け
て
絞
り
出
し

た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

時
価
で
す
れ
ば
数
十
万
円
に

該
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

同
氏
に
つ
い
て
は
説
明

の
要
は
な
い
と
思
う
が
、
そ

の
残
さ
れ
た
名
曲
は
「
か
ら

た
ち
の
花
」「
出
船
の
う
た
」

と
そ
の
数
は
数
千
に
及
ぶ
由

で
あ
る
が
、
同
氏
が
晩
年
に

藤
井
制
心
氏
（
龍
大
卒
。
大

阪
相
愛
女
子
大
の
音
楽
科
の

創
設
者
で
山
田
氏
を
同
校

に
講
師
と
し
て
招
聘
し
た

人
）
に
、「
自
分
は
各
地
の

大
小
学
校
の
校
歌
を
ず
い
ぶ

ん
た
く
さ
ん
作
曲
し
て
い
る

が
、
そ
の
中
で
心
を
込
め
て

作
り
自
信
の
あ
る
作
が
三
つ

あ
る
。
そ
の
一
つ
が
龍
大
の

学
歌
で
あ
る
。」
と
語
っ
て

い
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
確

か
に
そ
の
格
調
の
高
い
こ
と

は
、
こ
の
学
歌
に
耳
を
か
た

む
け
る
人
々
の
姿
に
も
見
ら

れ
る
の
は
私
一
人
の
身
び
い

き
で
あ
ろ
う
か
。』

こ
の
「
校
歌
」、
時
代
と

共
に
歌
詞
も
変
更
さ
れ
、
今

日
の
「
学
歌
」
と
な
り
ま
し

た
。
総
合
大
学
と
し
て
歩
み

始
め
た
昭
和
37
年
頃
の
学
生

手
帳
や
学
園
祭
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
は
「
校
歌
」「
黌
歌
」

「
学
歌
」
と
混
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

龍谷大學黌歌楽譜（山田耕筰作曲）
〈国立音楽大学所蔵〉

　　学生手帳　右：昭和37年度は「校歌」
　　　　　　　左：昭和38年度は「学歌」

か
つ
て
広
報
「
龍
谷
」

42
号
（
平
成
11
年
３
月
発

行
）
に
、『
３
５
０
年
誌
秘

話
』
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
紹

介
し
た
「
学
歌
」
に
ま
つ

わ
る
記
事
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
広
く
校
友
に
も
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

当
時
の
記
事
を
も
と
に
、

あ
ら
た
め
て
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
次
第
で
す
。

4
月
1
日
、
律
宗
総
本

山
唐
招
提
寺
の
第
88
世
長
老

と
律
宗
管
長
に
就
任
。
任
期

は
5
年
間
。
西
山
師
は
三
重

県
名
張
市
の
生
ま
れ
。
前
職

は
、
律
宗
宗
務
長
で
伝
香
寺

（
唐
招
提
寺
の
末
寺
）
住
職
。

前
住
職
の
遺
言
で
併
設
の
伝

香
寺
学
園
い
さ
が
わ
幼
稚
園

校
友
短
信

を
継
ぎ
、
幼
児
教
育
へ
の
功

労
で
11
年
藍
綬
褒
章
を
受
章

し
て
い
る
。

俳
優
滝
田
栄
さ
ん
と
の

共
著
『
新
版　

古
寺
巡
礼

〈
8
〉
唐
招
提
寺
』（
淡
交
社
）

が
あ
る
。

５
月
１
日
、
華
厳
宗
大
本

山
華
厳
宗
管
長
・
第
222
世
東

大
寺
別
当
に
就
任
。
任
期
は

３
年
間
。
狹
川
師
は
東
大
寺

の
塔
頭
に
生
ま
れ
育
っ
た
。

こ
れ
ま
で
執
事
長
な
ど
を
経

て
13
年
か
ら
上
院
院
主
及
び

昭
和
30
年
に
開
設
さ
れ
た
肢

体
不
自
由
児
施
設
「
東
大
寺

整
肢
園
」
が
原
点
の
東
大
寺

福
祉
事
業
団
の
理
事
長
を
務

め
た
。

　

狹
川
師
は
、
書
家
・
榊
莫

山
師
、
彫
刻
家
・
水み

ず
し
ま島

石い
わ

根ね

師
に
師
事
し
て
い
て
、墨
象
・

今
年
、奈
良
三
ヵ
寺
の
ト
ッ
プ
に
卒
業
生
が
就
任

律
宗
総
本
山

唐
招
提
寺
長
老
に

西
山
明み

ょ
う
げ
ん彦
さ
ん（
82
年
文
・

院
研
究
科
修
了
）が
就
任

華
厳
宗
大
本
山

東
大
寺
別
当
に

狹さ

川が
わ

普ふ

文も
ん

さ
ん（
75
年
文
・

院
研
究
科
修
了
）が
就
任

法
相
宗
大
本
山

薬
師
寺
管
主
に

村
上
太た

い

胤い
ん

さ
ん
（
69
年
文

卒
）が
就
任

彫
刻
・
絵
画
の
創
作
に
も
力

を
注
い
で
い
る
。

　

８
月
８
日
、
村
上
太
胤
さ

ん
が
、
山や

ま
だ田

法ほ
う

胤い
ん

管
主
（
64

年
文
卒
）
に
代
わ
り
、
法
相

宗
大
本
山
薬
師
寺
管
主
に
就

任
。
11
月
20
日
に
は
管
主
就

任
を
披
露
す
る
晋
山
式
が
行

わ
れ
る
予
定
。
村
上
師
は
岐

阜
県
各
務
原
市
に
生
ま
れ
、

９
歳
で
入
寺
。

　

こ
れ
ま
で
執
事
長
や
法
相

宗
宗
務
長
な
ど
を
経
て
、
12

年
８
月
か
ら
副
住
職
。「
ま

ほ
ろ
ば
奈
良
」
の
顕
彰
に
努

め
、
玄
奘
三
蔵
の
足
跡
を
訪

ね
て
、毎
年
イ
ン
ド
や
中
国
・

中
央
ア
ジ
ア
の
巡
礼
を
行
っ

て
い
る
。

な
お
、
13
年
に
は
龍
谷

大
学
校
友
会
会
長
に
就
任
。

せ
ん
。
農
薬
は
有
機
の
み
で

す
。
そ
れ
で
も
ブ
ド
ウ
は
太

く
た
く
ま
し
く
育
つ
。
そ
の

ワ
イ
ン
の
味
に
魅
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

次
に
ス
ペ
イ
ン
ワ
イ
ン
の

名
産
地
ラ
・
リ
オ
ハ
で
も
１

年
間
、
著
名
な
醸
造
家
の
も

と
で
学
び
ま
し
た
。帰
国
後
、

滋
賀
県
栗
東
市
の
琵
琶
湖
ワ

イ
ナ
リ
ー
に
就
職
し
、
こ
こ

―
―
な
ぜ
ワ
イ
ン
造
り
を
？

　

大
阪
の
酒
販
会
社
で
ワ
イ

ン
の
営
業
を
し
て
い
た
と

き
、
生
産
者
か
ら
「
あ
ん
た

は
畑
の
ほ
う
が
向
い
て
い
る

よ
」と
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
。

で
、退
社
し
て
フ
ラ
ン
ス
へ
。

北
ロ
ー
ヌ
地
方
で
ワ
イ
ン
造

り
を
手
が
け
る
大
岡
弘
武
さ

ん
の
も
と
で
１
年
間
、
学
ば

せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
大
き

い
で
す
ね
。

　

僕
も
そ
う
し
て
い
ま
す

が
、
大
岡
さ
ん
は
除
草
剤
・

化
学
肥
料
を
一
切
使
わ
れ
ま

校　友
最前線

　

経
営
学
部
在
籍
中
に
１
年
間
、
母
親
の
祖
国
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
学
に

語
学
留
学
し
た
中
子
具
紀
さ
ん
。
卒
業
後
、
大
阪
市
の
酒
販
店
で
ワ
イ
ン
の
営
業

に
。
退
社
し
て
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
で
２
年
間
、
世
界
的
に
著
名
な
醸
造
家
の

も
と
で
技
術
を
学
ぶ
。
そ
し
て
昨
年
、
琵
琶
湖
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
経
て
故
郷
の
三
重

県
名
張
市
で
、
中
子
さ
ん
が
求
め
る
味
の
ワ
イ
ン
造
り
に
着
手
。

中な
か

子こ 

具と
も

紀の
り

さん

08
年
経
営
（
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
コ
ー
ス
）
卒

ワ
イ
ン
醸
造
家

で
３
年
間
栽
培
か
ら
醸
造
ま

で
、
独
自
ブ
ラ
ン
ド
も
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

―
―
こ
だ
わ
り
は
？

　

僕
は
こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な

所
で
ワ
イ
ン
造
り
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
き
ま
し
た
が
、
近

年
の
日
本
ワ
イ
ン
の
味
は
、

海
外
の
も
の
と
比
べ
て
、
決

し
て
ひ
け
を
と
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
和
食
ブ
ー
ム

も
あ
っ
て
、
日
本
独
特
の
繊

細
な
味
が
世
界
で
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
先
の
サ
ミ

ッ
ト
で
も
、
日
本
の
ワ
イ
ン

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

で
す
か
ら
、
名
張
の
畑
で

育
て
て
い
る
ブ
ド
ウ
は
、
す

べ
て
日
本
の
品
種
で
す
。
琵

琶
湖
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
働
き
な

が
ら
、
名
張
の
畑
に
通
っ
て

約
50
種
類
の
ブ
ド
ウ
の
品
種

を
栽
培
し
、
こ
の
地
で
し
っ

か
り
と
根
を
張
っ
て
成
長
し

て
く
れ
る
苗
を
探
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
醸
造
の
た
め
の
酵

母
は
普
通
、
供
給
会
社
か
ら

取
り
寄
せ
る
の
で
す
が
、
僕

は
そ
う
し
な
い
で
野
生
酵
母

を
育
て
て
使
っ
て
き
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
野
生
酵
母
は

発
酵
さ
せ
る
の
が
む
ず
か
し

く
、
い
ろ
ん
な
リ
ス
ク
を
伴

い
ま
す
。
さ
ら
に
亜
硫
酸
塩

「
名
張
ワ
イ
ン
」を
世
界
に

と
い
う
酸
化
防
止
剤
も
、
ワ

イ
ン
造
り
の
際
に
よ
く
使
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
僕
は
で
き

る
だ
け
使
わ
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
僕
が

追
い
求
め
て
き
た
ワ
イ
ン
を

作
り
た
い
か
ら
で
す
。

―
―
将
来
は
？

　

今
、
名
張
市
の
商
工
会
の

み
な
さ
ん
が
チ
ー
ム
を
組
ん

で
、
僕
が
作
ろ
う
と
し
て
い

る
「
名
張
ワ
イ
ン
」
の
た
め
、

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
畑
の
面
積
を
今
の
５
倍

く
ら
い
に
し
て
ワ
イ
ナ
リ
ー

を
立
ち
上
げ
、「
名
張
ワ
イ

ン
」
を
地
元
の
ブ
ラ
ン
ド
商

品
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
昨
年
か
ら
植
え
た
苗
が

育
ち
、
ワ
イ
ン
に
な
る
ま
で

あ
と
３
、４
年
か
か
り
ま
す
。

息
の
長
い
話
で
す
が
、
目
標

に
向
か
っ
て
着
々
と
歩
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

―
―
ま
だ
独
身
で
す
ね
？

　

え
え
、
で
も
来
年
、
結
婚

す
る
予
定
で
す
。
相
手
は
同

じ
く
龍
谷
大
学
の
卒
業
生
で

す
。

１．常
とは

に搖がぬ　大
おほやしま

八洲　寄
よ

する思
し さ う

想の　濤
なみ

鎭
しず

め
　　久

く を ん

遠の光
ひかり

　まどかなる　眞
し ん り

理の大
お ほ き

樹　榮
さ

かゆけば
　　見

み

よ黎
れいめい

明の　空
そら

すみて　我
わ れ ら

等が學
が く ふ

府　光
くわうき

輝あれ

２．仰
あふ

けば高
たか

き　雪
せつさん

山の　靈
す が た

姿をうつす　聖
みをしえ

敎に
　　思

おも

ひを馳
は

せて　撓
たゆ

みなく　心
こゝろ

を磨
みが

く　一千の

「龍谷大学黌
こ う

歌
か

」

　　同
どうしん

信の友
とも

　相
あひ

つどふ　我
わ れ ら

等が學
が く ふ

府　光
くわうき

輝あれ

３．世
せ

運
うん

の流
なが

れ　迁
うつ

るとも　正
しゃうばふばんこ

法萬古　易
かは

りなく
　　公

い て ふ

孫樹の蔭
かげ

に　法
はふどう

幢を　誠
まごゝろ

心こめて　守
まも

り行
ゆ

く
　　若

わか

き學
が く と

徒の　相
あひ

つどふ　我
わ れ ら

等が學
が く ふ

府　光
くわうき

輝あれ

  （原文どおり掲載）

龍
谷
大
学
学
長
室 

課
長

　𠮷
岡

　義
信

第四代校友会会長
山崎昭見氏
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校
友
会
長
名
、
学
長
名
で
祝
電
を
打
ち
ま
す
。

受
付
は
、
校
友
会
事
務
局
ま
で
。

♠
♥
は
校
友
同
士
の
結
婚

　

氏
名　
　

   

卒
年  

式
月
日

　有
馬　

直
輝 

07 

経
営  

３-

20

　西
村　
　

遼 

16 

文 

３-

25

♠
春
日
部
秀
慈 

13 

文 

４-

９

♥
安
永　

紘
子 

13 

経
済 

　

牧
原　

桃
子 

10 

法 

５-

５

♠
佐
藤　

洋
弥 

08 

文 

５-

17

♥
占
部　

涼
子 

08 

文

　

村
上　

大
介 

12 

文 

７-

９

　

中
島　

徹
二 

12 

経
営 

７-

17

　

橋
詰
清
一
朗 

08 

法 

８-

21

　

足
立　

耕
基 

13 

経
営 

８-

28

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

♠
土
谷　

喜
一 

12 

法 

８-

28

♥
林　
　

美
鈴 

12 

社

　

宮
本　

広
喜 

07 

文 

９-

24

校
友
会
長
名
、
学
長
名
で

祝
電
を
手
配
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
お
電
話
、
メ
ー
ル
、

F
A
X
に
て
、
必
ず
次
の
項
目
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
受
付
は
挙
式
日
の
１

週
間
前
ま
で
。

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
卒
業
年
・
卒
業

学
部
※
校
友
同
士
の
結
婚
の
場
合
は
２

名
と
も
・
挙
式
日
時
・
会
場
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）
会
場
住
所
・

会
場
電
話
番
号

会
報
に
掲
載
の

可
否

　

龍
大
、
旧
松
下
電
工
で
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選

手
と
し
て
活
躍
し
た
梶
山
さ

ん
。
そ
の
後
の
脱
サ
ラ
人
生

が
す
ご
い
。

　

中
高
と
野
球
を
や
っ
て
い

て
、
龍
大
で
は
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
へ
。
ラ
イ

ン
バ
ッ
カ
ー
と
し
て
２
年
生

の
と
き
、
関
西
２
部
リ
ー
グ

に
昇
格
し
た
程
度
で
す
か

ら
、
今
、
１
部
リ
ー
グ
で
頑

張
っ
て
い
る
後
輩
た
ち
を
、

誇
ら
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

卒
業
と
共
に
旧
松
下
電
工

㈱
照
明
事
業
部
に
入
社
し
、

仕
事
を
し
な
が
ら
ア
メ
フ
ト

の
選
手
生
活
を
７
年
間
続
け

経営者登場

梶
か じ

山
や ま

　淳
あ つ し

 さん
㈱グローバルネットワーク

代表取締役社長

プロフィール
1967 年千葉県生まれ。91年に法
学部（溜池良夫ゼミ）を卒業し、旧・
松下電工入社。02年に退社。03
年ハワイパシフィック大学大学院に入
学。05年に経営学修士号取得。ワ
イキキで語学学校開校。06年語学
学校日本事務所を設立すると共に㈱
グローバルネットワークを起業し、今年
で10周年を迎えた。

turquoiseハワイ店での3周年記念（上村さんは前列右から3番目）

ＬＡとハワイのセレクトショップt
　 タ ー コ イ ズ 　

urquoiseオーナー

上
う え む ら

村 佳
か な

奈さ
ん

“Be Happy!” どんな時でも
着ると楽しい気持ちになる

プロフィール
1978 年神戸生まれの神戸育ち。01年国
際文化学部（現・国際学部）卒業後、大
阪の商社へ就職。営業職として働いた後、
02 年にアパレル会社の研修を受けるため
に渡米し、09 年に独立。ロサンゼルス店
に続き12 年にはハワイ店をオープン。主
にＬＡとハワイブランドのレディース、メンズ、
キッズ、雑貨を展開し、代理店業務や自社
ブランドの生産も行っている。

│
学
生
時
代
は

海
外
へ
の
あ
こ
が
れ
が
強

く
、
在
学
中
は
学
校
と
ア
ル

バ
イ
ト
の
合
間
に
時
間
が
あ

れ
ば
海
外
旅
行
へ
行
き
ま
し

た
。
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て

東
南
ア
ジ
ア
を
一人
旅
し
た
経

験
も
あ
り
ま
す
。
学
部
に
は

同
じ
よ
う
な
友
人
も
多
く
、

一
緒
に
旅
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

留
学
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
第
二
外
国
語
に
ス
ペ
イ
ン

語
を
取
っ
て
い
た
の
で
、
中
南

米
で
仕
事
が
で
き
れ
ば
と
漠

然
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
た

だ
、
海
外
の
ど
こ
で
仕
事
を

す
る
に
し
て
も
英
語
力
の
強

化
は
必
須
で
、
仕
事
を
し
な

が
ら
英
語
も
勉
強
で
き
れ
ば

と
思
い
Ｌ
Ａ
行
き
を
決
意
し

ま
し
た
。

│
渡
米
し
て

当
初
は
、
戸
惑
い
な
が
ら

も
、
仕
事
も
遊
び
も
前
向
き

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
多

く
の
イ
ベン
ト
に
参
加
し
多
く

の
人
と
出
会
い
、
積
極
的
に

経
験
を
積
み
ま
し
た
。

Ｌ
Ａ
で
は
、
ア
パ
レ
ル
関
係

の
貿
易
の
基
礎
や
営
業
や
流

通
な
ど
を
学
び
、
世
界
中
で

行
わ
れ
る
展
示
会
に
度
々
出

席
し
、
い
つ
し
か
自
分
で
セ

レ
ク
ト
シ
ョッ
プ
を
展
開
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。09

年
に
独
立
し
、
Ｌ
Ａ
周

辺
の
マ
ン
ハッ
タ
ン
ビ
ー
チ
に
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プturquoise

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
日

本
の
女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌

「CanCam

」
や
「JJ

」
で
も

話
題
に
な
り
、
日
本
か
ら
の

観
光
客
も
増
え
、
12
年
に
は

ハ
ワ
イ
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。ア

メ
リ
カ
に
は
性
別
、
年

齢
に
関
係
な
く
全
員
に
チ
ャ

ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

気
づ
い
て
行
動
す
る
こ
と
で
人

生
は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

│
将
来
は

こ
れ
ま
で「" Be H

appy !"

ど
ん
な
時
で
も
、
着
る
と
楽

し
い
気
持
ち
に
な
る
。」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
で
上

質
な
リ
ゾ
ー
ト
ア
イ
テ
ム
を

提
供
し
て
き
ま
し
た
。
現
在

は
、
同
じ
よ
う
な
店
舗
も
多

く
何
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

購
入
で
き
ま
す
。
生
き
残
り

拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
た

だ
物
を
売
る
だ
け
で
は
通
用

し
ま
せ
ん
。

心
掛
け
て
い
る
の
は
、
常

に
愛
と
活
気
に
溢
れ
た
空

間
、
愛
さ
れ
る
店
舗
作
り
を

続
け
て
い
く
こ
と
で
す
。
物

以
上
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
、
ス
タ
ッ
フ
と
の
信
頼
関

係
、
当
た
り
前
の
レ
ベ
ル
が

常
に
高
い
環
境
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
将
来
は
今
以

上
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
店

舗
作
り
を
目
指
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

6
年
前
に
結
婚
し
、
今
年

5
月
に
第
一
子
を
出
産
し
ま

7 月に伊勢丹新宿店に出店

し
た
。
7
月
末
に
伊
勢
丹

新
宿
店
で
の
ハ
ワ
イ
イ
ベ
ン

ト
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
日
本
で
の
期
間
限
定

シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
参
加

に
も
今
ま
で
以
上
に
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

Turquoise Manhattan Beach
1149 Manhattan Ave, Manhattan Beach, CA 90266
電話番号 : 310-546-6044　営業時間 : 10:30 ‒ 19:00

Turquoise Hawaii
333 Seaside Ave #150, Honolulu, HI 96815

電話番号 : 808-922-5893　営業時間 : 9:00 ‒ 23:00
http://ameblo.jp/turquoise-hawaii/

ま
し
た
。
そ
の
後
の
４
年
間

は
事
業
企
画
な
ど
を
担
当
し

た
こ
と
か
ら
、
経
営
と
い
う

も
の
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

35
歳
で
退
社
し
、
経
営
を

学
ぶ
な
ら
ア
メ
リ
カ
で
と
、

ハ
ワ
イ
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
大
学

大
学
院
へ
。
最
初
の
１
年
半

は
、
ま
っ
た
く
英
語
が
わ
か

ら
ず
苦
労
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
あ
る
と
き
、
ス
イ
ッ
チ

が
入
っ
た
と
い
う
の
で
し
ょ

う
か
。
急
に
英
語
が
し
ゃ
べ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
。
だ
か
ら
大

学
院
の
後
半
の

１
年
は
、
充
実

し
た
日
々
を
送

り
、
一
生
で
こ

の
と
き
ほ
ど
勉

強
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

経
営
学
修
士

号
︵
Ｍ
Ｂ
Ａ
︶

を
取
得
し
て
卒

業
し
、
ハ
ワ
イ

で
米
国
人
、
英

国
人
と
私
の
３

人
で
、
日
本
人

向
け
の
語
学
学

校
を
設
立
し
ま

し
た
。
英
語
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
で
き
る

達
成
感
を
、
他

の
日
本
人
に
も
味
わ
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
06
年
京
都
市
に
㈱

グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
を
法
人
登
録
し
、
07
年
語

学
学
校
を
売
却
し
た
こ
と
か

ら
、
本
格
的
に
当
社
の
事
業

に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

　

同
社
は
主
に
５
つ
の
事
業

を
展
開
す
る
。
そ
の
中
心
と

な
る
の
が
、
宿
泊
施
設
向
け

外
国
人
集
客
サ
ポ
ー
ト
事
業

で
あ
る
。

　

現
在
、
当
社
の
ス
タ
ッ
フ

は
正
社
員
が
22
名
、
パ
ー
ト

社
員
が
16
名
で
、
正
社
員
の

う
ち
外
国
人
が
19
名
で
す
。

ア
ジ
ア
や
欧
米
各
国
か
ら
の

若
い
ス
タ
ッ
フ
で
す
。
当
初

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
翻
訳
が

中
心
で
し
た
が
、
京
都
の
旅

館
か
ら
外
国
人
集
客
の
お
手

伝
い
も
し
て
く
れ
な
い
か
と

い
う
形
で
、
ど
ん
ど
ん
仕
事

が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

当
社
の
主
な
事
業
は
①
翻

訳
・
通
訳
②
外
国
語
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
制
作
・
運
営
③
宿
泊

施
設
向
け
外
国
人
集
客
サ
ポ

ー
ト
④
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
開

発
・
販
売
⑤
宿
泊
施
設
運
営

の
５
つ
で
す
。

　

中
心
と
な
る
③
の
外
国
人

集
客
サ
ポ
ー
ト
は
、
海
外
か

ら
の
宿
泊
予
約
を
、
旅
館
さ

ん
に
な
り
か
わ
っ
て
管
理
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
メ
ー

ル
や
電
話
で
予
約
が
入
る

と
、
オ
ー
バ
ー
ブ
ッ
キ
ン
グ

に
な
ら
な
い
よ
う
、
以
前
は

手
作
業
で
空
室
を
消
し
て
い

た
の
で
す
が
、
自
動
化
す
る

シ
ス
テ
ム
を
私
た
ち
が
作
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
④
の
シ
ス

テ
ム
販
売
で
す
。
ま
た
昨
年

３
月
に
、
京
都
駅
八
条
口
か

ら
徒
歩
５
分
の
と
こ
ろ
に
、

当
社
の
外
国
人
向
け
「
え
び

す
旅
館
」
を
建
て
て
運
営
を

開
始
、
加
え
て
他
の
旅
館
の

運
営
業
務
も
行
っ
て
い
ま

 

す
。

　

世
界
で
も
っ
と
も
人
気
の

高
い
観
光
都
市
京
都
で
は
、

日
本
人
宿
泊
者
は
横
ば
い
で

す
が
、
昨
年
、
外
国
人
は

300
万
を
超
え
て
い
ま
す
。
も

と
も
と
当
社
を
設
立
し
た
の

は
、
日
本
そ
し
て
京
都
の
魅

力
を
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
世

界
に
発
信
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
で
す
。
文
化
で
あ
れ

言
葉
で
あ
れ
、
日
本
と
世
界

の
ギ
ャ
ッ
プ
、
溝
を
埋
め
る

た
め
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

1990 年当時のアメリカンフットボール部
（前列右から3番目）

祇園祭に合わせた恒例の「ゆかたデー」でのスタッフ

　

16
年
８
月
１
日
付
の

「
本
願
寺
新
報
」
の
１
面

に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
と
と
姉
ち
ゃ
ん
」

の
チ
ー
フ
演
出
を
務
め
る

大
原
拓
さ
ん
が
「
ド
ラ
マ

現
場
の
背
中
押
す
感
謝
の

心
」
と
題
し
て
、
寄
稿
さ

れ
て
い
た
。

　

大
原
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
に
目
を
や
る
と
、
お

お
は
ら
・
た
く
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ド
ラ
マ
番
組
部
・
チ
ー
フ

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
72
年

東
京
都
生
ま
れ
。
龍
谷
大

学
卒
業
後
、
96
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ

入
局
。津
放
送
局
を
経
て
、

00
年
か
ら
同
部
。
主
な
演

出
作
品
に
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
梅
ち
ゃ
ん
先
生
」、

大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵

衛
」
な
ど
が
あ
る
︱
︱
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
本
願
寺
新
報
」

の
記
事
の
中
で
、
大
原
さ

ん
は
、「
連
続
テ
レ
ビ
小

説
や
大
河
ド
ラ
マ
が
ス
タ

ー
ト
し
た
の
は
昭
和
36

年
、﹃
と
と
姉
ち
ゃ
ん
﹄

で
94
作
目
を
数
え
る
。
日

曜
夜
に
お
く
る
大
河
ド
ラ

マ
も
、
半
世
紀
あ
ま
り
途

切
れ
る
こ
と
な
く
作
り
続

け
ら
れ
て
き
た
、
世
界
で

ま
れ
な
＂
長
寿
＂
番
組
だ
。

で
は
、
こ
の
歴
史
を
作
っ

て
き
た
の
は
我
々
制
作
者

だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な

い
、
と
私
は
思
う
。
番
組

を
見
続
け
て
く
だ
さ
る
視

聴
者
が
な
け
れ
ば
、
今
日

の
＂
朝
ド
ラ
＂
も
＂
大
河

ド
ラ
マ
＂
も
な
か
っ
た
。

ス
タ
ジ
オ 

と
お
茶
の
間
の

双
方
が
「
番
組
」
と
視
聴

者
」
を
次
へ
次
へ
と
受
け

渡
し
な
が
ら
。
コ
ツ
コ
ツ

と
番
組
を
築
き
、
歴
史
が

出
来
た
」
と
。

　

今
後
、機
会
が
あ
れ
ば
、

こ
の
「
校
友
会
報
」
で
大

原
さ
ん
を
紹
介
し
た
い
。

連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
と
と
姉
ち
ゃ
ん
」の

演
出
を
担
当

大
原　

拓
さ
ん
︵
96
年
文
卒
︶
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校友からの便り

受
刑
者
の
み
な
さ
ん
の
話
し
相
手
と

手
助
け
と
な
る
た
め
私
た
ち
メ
ン
バ
ー

が
、
活
動
し
て
い
ま
す

校
友
会
職
域
支
部
﹁
桐
友
会
﹂
事
務
局
長

巖い

わ

み

ず水
法ほ

う

乗じ
ょ
う

さ
ん 

　校
友
会
職
域
支
部
の
ひ
と
つ
に

﹁
桐
友
会
﹂
が
あ
り
ま
す
。
設

立
以
来
、
今
年
で
も
う
16
年
目
に

な
り
ま
す
。
で
は
、
こ
の
桐
友
会

で
は
誰
が
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て

い
る
か
、
簡
単
に
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
︒

　

ま
ず
桐
友
会
に
は
今
、
約
100
人

ほ
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
い
ま
す
。
主
に

お
坊
さ
ん
が
中
心
で
す
が
、
顧
問

と
し
て
弁
護
士
さ
ん
や
刑
務
官
な

ど
の
矯
正
職
員
︵
専
門
家
︶
の
先

生
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
教
誨

師
で
す
。
そ
の
主
な
活
動
は
、
刑

務
所
や
拘
置
所
、
少
年
院
、
鑑
別

所
な
ど
の
矯
正
施
設
に
い
る
受
刑

者
の
宗
教
に
よ
り
自
分
の
犯
罪
の

大
き
さ
、
重
さ
と
責
任
の
重
大
さ

の
気
づ
き
、
ま
た
は
話
し
相
手
、

心
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
す 

。

　

全
国
に
あ
る
矯
正
施
設
は
、
国

の
施
設
で
す
。
そ
の
た

め
政
教
分
離
の
原
則
か

ら
、
国
と
し
て
は
宗
教

活
動
は
で
き
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
教
誨
師
と
い
う

民
間
の
篤と

く
し志

宗
教
者
、

つ
ま
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
依
頼
し
て
い
る
の
で

す
。
そ
の
要
望
に
こ
た

え
て
い
る
と
い
う
私
た

ち
宗
教
家
と
し
て
の
教

誨
師
で
す
。

　

次
に
篤
志
面
接
委

員
で
す
。
全
国
の
矯
正
施
設
に
入

って
い
る
人
た
ち
に
、
更
正
や
社
会

復
帰
の
心
情
安
定
の
手
助
け
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
各
分
野
の

専
門
家
、
た
と
え
ば
教
員
、
弁
護

士
、
精
神
科
医
、
宗
教
家
、
芸
術

家
な
ど
が
集
ま
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
教
誨
師
、
篤
志

面
接
委
員
は
、
基
本
的
に
孤
独

で
地
味
な
活
動
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
「
桐
友

会
」
と
し
て
仲

間
た
ち
が
集
っ

て
、
縦
横
の
情

報
交
換
の
場
を

つ
く
り
、
活
動

を
し
て
い
る
の

で
す
。

　

今
、
こ
の
よ

う
な
教
誨
師
、

篤
志
面
接
委

員
の
校
友
が
活

動
す
る
大
学

は
、
全
国
広
し
と
い
え
ど
も
龍
谷

大
学
だ
け
で
す
。

　

母
校
に
は
全
国
で
唯
一の
研
究
・

学
問
機
関
「
矯
正
・
保
護
総
合
セ

ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

校
友
の
組
織
と
し
て
、
矯
正
施
設

の
刑
務
官
や
少
年
院
の
教
育
専
門

官
、
家
庭
裁
判
所
の
調
査
官
、
保

護
司
に
よ
る
職
域
支
部
「
ぎ
ん
な

ん
会
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
矯

正
・
保
護
総
合
セ
ン
タ
ー
」と「
ぎ

ん
な
ん
会
」「
桐
友
会
」
が
三
位
一

体
と
な
って
活
動
し
て
い
る
︱
︱
こ

れ
は
龍
谷
大
学
の
誇
り
う
る
特
筆

す
べ
き
事
柄
だ
と
思
って
い
ま
す
。

　

刑
務
所
、
拘
置
所
、
少
年
院

な
ど
の
矯
正
施
設
に
参
観
希
望
の

方
は
、
桐
友
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
初
め
て
の
方
で
も
大
歓
迎
で

す
。
私
た
ち
の
活
動
に
つい
て
の
お

話
も
＂
出
前
出
張
＂
に
伺
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
ご
遠
慮
な
く
。
連
絡
先

は
電
話
０
６・６
７
９
０・８
３
５
０

「
桐
友
会
」
事
務
局
で
す
。

龍谷大学校友会女子会『龍Ron小町』
ロ ン  ロ ン

3月24日（木）　ハワイ支部　
満天の星空を満喫

6月25日（土）　東京支部　
柔道部の全国大会を応援・美味しい料理で懇親会！

6月5日（日）　北カリフォルニア支部　
女子のためのヨガイベント

5月28日（土）　愛知県支部　
伊勢志摩サミットの日にバスツアー

5月28日（土）　香川県支部　
初対面の食事会

各支部の「龍Ron小町」の活動のご紹介などをいたします。

●日時：10月29日（土）
●場所：下関市・も美じ窯

（協力：香老舗「松榮堂」）
●日時：10月29日（土）13時～15時
●場所：龍谷大学町家キャンパス●定員：30名
●参加費：2,000円
※10月3日（月）より申し込み開始（定員になり
次第締切とさせていただきます）

詳しくは、校友会HPをご覧下さい。

●2017年1月22日（日）13時～
●場所：京都劇場　●定員：50名
●参加費：女性卒業生：7,000円（正規料金
10,800円）同伴者：9,000円、小学生以下：
5,000円 ３歳未満：無料（保護者と同席）
●申し込み方法：校友会HPをご覧下さい
※11月1日（火）9時より申し込み開始（定員に
なり次第締切とさせていただきます）

普段見ることのできない、
ミュージアムの裏側を探検しませんか？
●2017年2月17日（金）17時～19時半（予定）
●場所：うめぞの CAFE & GALLERY・龍谷ミュージアム
●参加費：お食事代（実費となります）
●申し込み方法：校友会HPをご覧下さい
※12月1日（木）9時より申し込み開始（定員になり次第締
切とさせていただきます）

女流陶芸家窯での
陶芸体験＆親睦ランチ

香りとお茶を楽しむ

劇団四季ミュージカル
「美女と野獣」観劇

うめぞのCAFE & GALLERY
＆ナイトミュージアムツアー10月29日（土） 山口県支部 10月29日（土） 京都市支部 

2017年1月22日（日） 龍谷大学校友会女子会 2017年2月17日（金） 龍谷大学校友会女子会

国立天文台ハワイ観測所でレクチャーを受け、イミロア天文セ
ンターを見学してプラネタリウム鑑賞。満天の星空を満喫した
後、懇親会で楽しくディナーをいただきました。

日本武道館にて全国大会に出場する柔道部を応援した後、
参加した校友と如水会館で美味しい料理で懇親を深めると
いう 2部立ての企画を実施しました。応援では女性を中心
に 9名が力強い声援を送り、懇親会には応援に駆け付けて
いた柔道部OBの小野彰子さんも含め、幅広い年代の 12
名が参加し、母校の話題やお互いの近況について賑やかな
会話が続きました。

女子による女子のための日本語でのヨガイベントを開催。
一般参加も含めて 12 名の校友が集まりました。小さなお
子さんがいるとヨガに行けない、英語が得意じゃない、と
いった方にも配慮したイベントで、託児所も用意され、子
ども達は別室で映画鑑賞をし、校友はヨガレッスンに専念
しました。ヨガの後は楽しいランチ。子育ての話やヨガの
話などに花が咲き、心も身体もリフレッシュできました。

半田市のミツカンミュージアムで酢づくりを学び、常滑市の盛
田味の館では菜めし田楽定食をいただきました。行きも帰りも
車窓から見える白バイや陸上自衛隊を眺め、伊勢志摩サミット
の日の雰囲気を味わいながら、時間を忘れて楽しむことができ
ました。

初めての女子会に8名の方が参加。場所はＪＲホテルクレメント高
松 20 階のレストラン。昭和 40 年代から平成 26 年の卒業生まで
が集まり、最初は初対面のため緊張もありましたが、食事をしなが
ら話もはずんで、次回の女子会の話も持ち上がりました。

国立天文台スバル観測所の能丸先生と

ご夫婦でも参加

今後の
予定

龍大ファイト!!

緊張の面持ちですが、この後は時間が経つのを
忘れるほど盛り上がりました♪

文
学
部
史
学
科
で

　

龍
谷
大
学
で
は
基
礎
ゼ
ミ
が

赤
松
徹
眞
先
生
、
ゼ
ミ
は
兒
玉

識
先
生
が
指
導
教
授
で
す
。
私

の
実
家
は
広
島
市
で
、
法
然
聖

人
の
門
弟
と
な
っ
た
熊
谷
直
実
の

孫
が
埼
玉
県
か
ら
広
島
に
移
って

き
た
と
き
、
そ
の
客
分
と
し
て
つ

い
て
き
た
の
が
、
香
川
家
の
先
祖

で
し
た
。
そ
の
ル
ー
ツ
を
探
っ
て

み
た
い
と
、
卒
論
の
テ
ー
マ
は
熊

谷
直
実
で
し
た
。

校友●Who's Who

香
か

川
が わ

絢
あ や

子
こ

さ
ん

香川絢子（かがわ・あや
こ）広島県出身。01 年文
学部史学科を卒業し、半導
体のローム㈱に入社。４年
間、秘書業務につき、１年
間商品開発を担当。06 年
㈱ Plan・Do・Seeに入社。
THE RIVER ORIENTALに
ウエディングプランナーとして
勤務。07 年に同社の名古
屋店へ。11 年、400 年の
歴史を誇る料亭「河文」（名
古屋市中区丸の内）の若女
将に抜擢され、名古屋随 一
の老舗をとりしきる。

　

学
生
の
と

き
は
広
告

研
究
会
に
属

し
、
学
術
文
化
祭
、
龍
谷
祭
の

実
行
委
員
と
し
て
、
４
回
生
で

は
龍
谷
祭
の
幹
部
も
つ
と
め
ま
し

た
。
母
に
言
わ
れ
て
始
め
た
、
お

茶
（
表
千
家
）、
お
華
（
池
坊
）

を
習
っ
た
こ
と
が
、
今
の
仕
事
に

役
立
って
い
ま
す
。

卒
業
し
て
ロ
ー
ム
へ

　

卒
業
後
は
半
導
体
の
ロ
ー
ム
㈱

に
入
社
し
、
４
年
間
は
秘
書
業

務
、
あ
と
の
１
年
間
は
商
品
企

画
を
担
当
し
ま
し
た
。
そ
の
ロ
ー

ム
時
代
に
結
婚
し
、
結
婚
式
の
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

さ
ん
か
ら
、
新
婦
の
モ
デ
ル
を
し

な
い
か
と
声
を
か
け
ら
れ
、
会
社

の
休
日
に
や
ら
せ
て
も
ら
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
以
来
、
結
婚

式
場
の
裏
舞
台
を
知
っ
て
、
い
い

仕
事
だ
な
と
㈱
Ｐ
ｌａｎ 

・
Ｄｏ
・

Ｓｅｅ
に
転
職
し
た
の
で
す
。
そ

し
て
京
都
か
ら
名
古
屋
へ
、
単
身

赴
任
で
し
た
。
そ
の
と
き
、
料

亭
河
文
の
オ
ー
ナ
ー
の
方
か
ら
、

「
若
女
将
に
」
と
指
名
し
て
い
た

だ
い
た
の
で
す
。
11
年
の
こ
と
で

す
。
同
年
、
京
都
の
老
舗
料
亭

の
萬
亀
楼
さ
ん
で
６
个
月
間
、
女

将
修
行
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
き

ま
し
た
。

創
業
四
百
年
の
「
河
文
」

　

河
文
の
前
身
は
、
魚
屋
で
し

た
。
名
古
屋
城
築
城
の
と
き
、

そ
の
魚
を
尾
張
徳
川
藩
に
献
上

し
た
と
こ
ろ
、
お
い
し
い
と
い
う

こ
と
か
ら
、
藩
御
用
達
の
仕
出

し
屋
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
、
河

文
で
す
。

　

以
前
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
尾
張

徳
川
家
第
７
代
の
徳
川
宗む

ね
は
る春
さ

ん
が
召
し
上
が
っ
て
い
た
お
正
月

料
理
を
、
河
文
で
再
現
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
尾
張
徳
川
家

と
ご
縁
が
深
く
、
江
戸
か
ら
続

く
唯
一の
料
亭
だ
か
ら
で
す
。

料
亭
の
女
将
の
仕
事

　

私
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
い
ら
っ
し
ゃっ
た
お
客
様
に
ご

挨
拶
、
板
場
と
の
献
立
や
食
材

の
や
り
と
り
、
部
屋
に
飾
る
掛

け
軸
の
選
定
、
お
花
な
ど
の
室

礼
。
ま
た
、
新
し
い
仲
居
さ
ん
に

は
、
料
亭
と
は
何
ぞ
や
か
ら
始
ま

って
、
河
文
の
歴
史
の
説
明
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
新
人
教
育
で
す
ね
。

　

将
来
の
夢
と
い
え
ば
、
河
文
の

従
業
員
の
中
か
ら
、
叙
勲
を
受

け
る
人
を
出
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
、
世
界
に
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
茶
懐
石
な
ど
の
日

本
料
理
の
文
化
を
国
内
は
も
ち

ろ
ん
、
海
外
に
も
伝
え
て
い
く
の

は
、
我
々
料
亭
に
携
わ
る
人
間

の
役
目
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
の
方
、
車
椅
子

の
高
齢
者
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
親
子

連
れ
の
お
客
様
、
こ
う
い
う
方
々

に
も
広
く
河
文
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
願
って

い
ま
す
。

JR 名古屋駅から車で５分の河文。建物は
国の登録有形文化財に指定されている。

大
阪
市
・
浄
覚
寺
住
職

73
年
法
学
部
卒

名
古
屋
随
一
の
料
亭

﹁
河か

わ

ぶ

ん文
﹂
の
若
女
将
と
し
て

●日時：10月23日（日）11 時～　●場所：本願寺広島別院
～広島県にて「第２回総会」を開催します～

広島刑務所（尾道刑務支所）にて
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各学部同窓会からのお知らせ

社会学部同窓会
「卒業生のつどい」

対象：2002 ～ 2005 年卒業の皆さん
日時：10 月 29 日（土）受　付 /12:30 ～
                             　つどい /13:00 ～ 15:00
場所：瀬田キャンパス REC ホール B1Fレストラン
問合せ先 E-mail：
                    tsudoi@ryukoku-sociology.jp

法学部同窓会
「第10回リユニオン」

日時：11 月 6日（日）
　　  16：00 ～ 18：00（受付 15:30 ～）
場所：京都ロイヤルホテル＆スパ
　　  Tel：075-223-1234
恩師・同窓生との懇談、大抽選会を予定
参加費：1,000円（未就学児無料）
※詳細は HP でご確認ください

政策学部同窓会
「第1回 定期総会・食事会」

政策学部同窓会の第１回定期総会を 11月6日（日）に開
催いたします。総会終了後は交流食事会を予定していま
す。旧友との久々の再会に是非足をお運びください。
日時：11月6日（日）

総　会 /15:30 ～ 16:30（受付 15:00 ～）
食事会 /18:00 ～ 20:00

場所：龍谷大学 和顔館会議室（食事会は別会場）
食事会参加費：5,000 円（予定）
※詳細は HP でご確認ください

国際文化学部同窓会
「卒業生・恩師の集い」

日時：11 月 5 日（土）
　　　総　会／ 11:30 ～ 12:00（予定）
　　　つどい／ 13:00 ～ 15:00（12:30 受付開始）
場所：深草キャンパス　総　会 / 和顔館４階会議室
　　　　　　　　　 　つどい / 紫英館６階グリル
参加費：1,000 円（小学生以下無料）
問合せ先：詳細は、既に同窓生の皆さまへ個別郵送して
              いる案内状でご確認ください

経済学部同窓会設立50周年記念事業
～経済学部卒業生によるビジネス・ミーティング～

日　時 ：10 月 29 日（土）14:00 ～※受付は 13:30 から
場　所：深草キャンパス　第 1 部と第 2 部は和顔館 B201　懇親会は 22 号館地下食堂
申　込：案内状を送付しますので返信用ハガキにて申し込みをしてください。
対　象：経済学部卒業生、経済学部生、経済学部教員
入場料 ：無料　※事前申込制 （定員 400 名）

【第 1 部】基調講演会　『知の地域づくり』と大学　14:00 ～ 14:40
 片山善博氏（慶應義塾大学法学部教授、元鳥取県知事、元総務大臣、鳥取大学客員教授）

【第 2 部】経済同窓生によるビジネス・ミーティング 15:00 ～ 16:00
卒業生が業種ごとに情報交換できる場を企画していますので情報交換に活用していただ
き、また後輩にあたる現役学生も参加させていただきますので今後のキャリアに対する
アドバイスをお願いします。

【懇親会】 懇親会 16:15 ～ 17:45
ビジネス・ミーティングに引き続き、お料理、お飲み物をご用意しておりますので、より懇
親を深めてください。現役学生による演奏等の催しも企画しております。
※詳細は、案内状をご覧ください。

経営学部同窓会
「龍谷大学校友音楽祭 in響都ホール」

日　時：１１月１３日（日）　開場１３：３０／開演１４：００
場　所 ：龍谷大学 響都ホール校友会館（JR 京都駅八条口 アバンティ9 階）
出演バンド： 

吹奏楽部 OB 会
黄色いトマトOB 会
軽音学部 OB 会
ジャズ研究会 OB 会

入場無料（一般）  
申し込み：経営学部同窓会 HP
　　　　  http://www.ryukoku.biz
※ 2015 年の校友音楽祭は、
　龍谷大学校友会ホームページより
　動画配信中「龍友 Tube」

文学部・短期大学部
新同窓会長 ごあいさつ
文学部・短期大学部同窓会
会長 赤松 徹眞

経済学部同窓会
経済学部同窓会賞授与

　3 月17日経済学部同窓会新入
会員歓迎パーティで経済学部同窓
会賞授与式が執り行われました。
　学業の傍ら、NHK 朝の連続テ
レビ小説「あさが来た」に出演、
加野屋の手代・弥七役で活躍され
た竹下健人さんに授与されました。

　文学部・短期大学部同窓会は、龍
谷大学で最も歴史があり、多くの同窓生が社会・世
界の多分野で活躍されています。本会は、在学中の
文学部・短期大学部生を対象に寄附講座・講演会
を開催し、また海外留学支援制度など学生の教育
支援も行い、同窓生に対しては、各同窓会の開催時に
おける助成制度などを行っています。
　現在、龍谷大学は９学部１短期大学部９研究科、約
２万人の学生・院生を擁する大学に発展しています。
同窓生の皆様には、母校の発展への貢献とともに同
窓会の充実した活動に向け、今後とも、ご支援・ご協
力を賜りますようお願い申しあげます。

2015年度　校友会 学部同窓会　決算表
2015年度　文学部・短期大学部同窓会　決算

自2015年 4月1日　至2016年 3月31日

収 支 計 算 書
収入の部
款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 5,515
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 16,800
3 その他収入 (含・預金利息） 0
4 積立金取崩 3,500
5 前年度繰越金 5,971

合　　計 31,786
支出の部
款 項 科　　目 金　額
1 事業費 22,219

1 広報費（資料印刷・発送費など） 256
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 21,963

　
2 運営費 3,108

1 通信費（電話・郵便など） 31
2 旅費交通費（出張費） 529
3 会合費（役員会など） 916
4 寄付・援助費（例：女子会などへの支払） 1,220
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 412

3 積立金繰入 500
1 積立金（周年事業など） 500

4 次年度繰越金 5,959
合　　計 31,786

2015年度　政策学部同窓会　決算
自2015年 4月1日　至2016年 3月31日

収 支 計 算 書
収入の部
款 項 科　　目 金　額
1 前年度繰越金 2,920
2 会費収入 5,800

合　　計 8,720
支出の部
款 項 科　　目 金　額
1 事業費

1 事業開催費 2,361
2 広報費 333

2 運営費
1 交通費 54
2 会合費 163

3 積立金 300
4 次年度繰越金 5,509

合　　計 8,720

2015年度　国際文化学部同窓会　決算
自2015年 4月1日　至2016年 3月31日

収 支 計 算 書
収入の部
款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金  9,615 
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入）  - 
3 その他収入 (含・預金利息）  - 
4 積立金取崩  - 
5 前年度繰越金  77,965 

合　　計  87,580 
支出の部
款 項 科　　目 金　額
1 事業費  9,450 

1 広報費（資料印刷・発送費など）  756 
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用）  8,694 

2 運営費  1,147 
1 通信費（電話・郵便など）  154 
2 旅費交通費（出張費）  418 
3 会合費（役員会など）  270 
4 寄付・援助費（例：女子会などへの支払）  213 
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料）  92 

3 積立金繰入  - 
1 ○○積立金（周年事業など）  - 

4 次年度繰越金  76,983 
合　　計  87,580 

2015年度　経済学部同窓会　決算
自2015年 4月1日　至2016年 3月31日

収 支 計 算 書
収入の部
款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 10,380
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 0 
3 その他収入 (含・預金利息） 0
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 10,905

合　　計 21,285
支出の部
款 項 科　　目 金　額
1 事業費 4,261

1 広報費（資料印刷・発送費など） 42
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 4,219

　
2 運営費 996

1 通信費（電話・郵便など） 6
2 旅費交通費（出張費） 402
3 会合費（役員会など） 18
4 寄付・援助費 0
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 570

3 積立金繰入 3,000
1

4 次年度繰越金 13,028
合　　計 21,285

2015年度　経営学部同窓会　決算
自2015年 4月1日　至2016年 3 月 31日

収 支 計 算 書
収入の部
款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 9,635
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 823
3 その他収入 (定期預金満期収入、含・預金利息） 4,810
4 前年度繰越金 12,314

合　　計 27,582
支出の部
款 項 科　　目 金　額
1 事業費 7,966

1 広報費（資料等印刷費） 64
2 事業開催費（新入会員歓迎祝賀会・記念品・総会・同好会援助・周年事業費・保養所運営などの費用） 7,902

2 運営費 7,498
1 通信費（電話・郵便など） 0
2 旅費交通費（出張費・交通費） 375
3 会合費（役員会及び各委員会運営費など） 889
4 寄付・援助費（在学生支援（税理士講座）） 6,015
5 雑費（慶弔・謝礼・事務用品費・消耗品費など）予備費支出を含む 219

3 次年度繰越金 12,118
合　　計 27,582

単位：千円単位：千円

単位：千円単位：千円

2015年度　法学部同窓会　決算
自2015年 4月1日　至2016年 3月31日

収 支 計 算 書
収入の部
款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 8,750 
2 会費収入 80 
3 その他収入 (含・預金利息） 0 
4 積立金取崩 750 
5 前年度繰越金 1,359 

合　　計 10,939 
支出の部
款 項 科　　目 金　額
1 事業費 6,166 

1 広報費（ホームページ維持管理） 45 

2 事業開催費（総会、新入会員歓迎祝賀会、卒業記念品、校友の日、合同同窓会リユニオン、巡回無料法律相談後援、ゼミ同窓会援助等） 6,121 

　
2 運営費 1,994 

1 通信費 5 
2 旅費交通費（理事会交通費・出張旅費等） 465 
3 会合費（理事会会議費等） 732 
4 寄付・援助費（校友会周年事業への助成） 750 
5 雑費（慶弔費・事務消耗品費等） 42 

3 積立金繰入 1,174 
1 特別事業積立金（周年事業等） 1,174 

4 次年度繰越金 1,605 
合　　計 10,939 

2015年度　理工学部同窓会　決算
自2015年 4月1日　至2016年 3月31日

収 支 計 算 書
収入の部
款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 10,700
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 0
3 その他収入 (含・預金利息） 7
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 　17,983

合　　計 28,690 
支出の部
款 項 科　　目 金　額
1 事業費 10,258

1 広報費（資料印刷・発送費など） 18
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 10,240

2 運営費 1,475
1 通信費（電話・郵便など） 0
2 旅費交通費（出張費） 114
3 会合費（役員会など） 47
4 寄付・援助費（例：女子会などへの支払） 1,314
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 0

3 積立金繰入 0
1 ○○積立金（周年事業など） 0

4 次年度繰越金 16,958
合　　計 28,690

単位：千円

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 40,654  1 未払金

1
普通預金  （龍谷大学経理課） 40,284

2 前受金
　　　　  （京都銀行） 370

2 定期預金（銀行名）　　　
負　債　合　計

積立金・繰越金
1 特別事業積立金 39,049 
2
3
4 次期繰越金 1,605 

積立金・繰越金　合　計 40,654 
資　産　合　計 40,654  負債・積立金・繰越金合計 40,654 

自2015年 4月1日　至2016年 3月31日

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
0 預貯金 46,958 0 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

0 普通預金 (銀行名） 16,958 0 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など） 0
0 定期預金 (三菱東京UFJ銀行） 10,000 

定期預金 (りそな銀行）  10,000 負　債　合　計 0
定期預金 (京都銀行） 10,000 積立金・繰越金

0 特別事業積立金 30,000
0
0
0 次期繰越金 16,958

積立金・繰越金　合　計 46,958
資　産　合　計 46,958 負債・積立金・繰越金合計 46,958

自2015年 4月1日　至2016年３月31日

2015年度　社会学部同窓会　決算
自2015年 4月1日　至2016年 3月31日

収 支 計 算 書
収入の部
款 項 科　　目 金　額
1 校友会助成金 9,030
2 会費収入（事業収入含む・校友より受けた収入） 3,010
3 その他収入 (含・預金利息、前期末未収入金） 9
4 積立金取崩 0
5 前年度繰越金 17,757

合　　計 29,806
支出の部
款 項 科　　目 金　額
1 事業費 8,080

1 広報費（資料印刷・発送費など） 450
2 事業開催費（総会・講演料・イベント料・土産・記念品・懇親会などの費用） 7,630

　
2 運営費 295

1 通信費（電話・郵便など） 0
2 旅費交通費（出張費） 148
3 会合費（役員会など） 32
4 寄付・援助費（例：女子会などへの支払） 83
5 雑費（慶弔・事務用品費・図書費・振込手数料） 32

3 積立金繰入 3,500
1 特別事業積立金（周年事業など） 3,500

4 前期末未払金 14
5 次年度繰越金 17,917

合　　計 29,806

単位：千円

単位：千円単位：千円 貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 68,785 1 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

1 普通預金（京都銀行） 58,766 2 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など） 0
2 定期預金（京都銀行） 10,019

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 特別事業積立金 50,868
2 次期繰越金 17,917

積立金・繰越金　合　計 68,785
資　産　合　計 68,785 負債・積立金・繰越金合計 68,785

自2015年 4月1日　至2016年 3月31日

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 62,244 1 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

1 普通預金 13,028 2 前受金（受取っているが次年度の会費収入など） 0
2 定期預金 49,216

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 長期運営積立金 49,216
2 次期繰越金 13,028

 

積立金・繰越金　合　計 62,244
資　産　合　計 62,244 負債・積立金・繰越金合計 62,244

自2015年 4月1日　至2016年 3月31日
貸 借 対 照 表

資　産　の　部 負　債　の　部
款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 63,288 1 未払金 0

1 普通預金
（三菱東京ＵＦＪ銀行、りそな銀行） 12,118 2 前受金 0

2 定期預金
（三菱東京ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行） 51,170

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 長期運営積立金 51,170 
2 次期繰越金 12,118

積立金・繰越金　合　計 63,288
資　産　合　計 63,288 負債・積立金・繰越金合計 63,288

自2015年 4月1日　至2016年 3月31日
貸 借 対 照 表

資　産　の　部 負　債　の　部
款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金 1 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

1 普通預金  160,737 2 前受金（受け取っているが、次年度の会費収入など） 0

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

1 周年事業積立金 154,778

2 次期繰越金 5,959

積立金・繰越金　合　計 160,737
資　産　合　計 160,737 負債・積立金・繰越金合計 160,737

自2015年 4月1日　至2016年 3月31日

貸 借 対 照 表
資　産　の　部 負　債　の　部

款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
現金預金 559 1 未払金（2015年度謝恩会費） 2,361
積立預金 300 2 前受金（2015年度卒業生会費収入） 5,800
未収入金 5,800
前払費用 2,361 負　債　合　計 8,161

積立金・繰越金
1 積立金 300
2 次期繰越金 559
3
4  

積立金・繰越金　合　計 859
資　産　合　計 9,020 負債・積立金・繰越金合計 9,020

自2015年 4月1日　至2016年 3月31日
貸 借 対 照 表

資　産　の　部 負　債　の　部
款 項 科　　　　 目 金　額 款 項 科　　　　目 金　額
1 預貯金  76,983 1 未払金（翌年度において支払われるが、今年度の費用） 0

1 普通預金（銀行名）  76,983 2 前受金（受取っているが次年度の会費収入など） 0
2 定期預金（銀行名）  - 

負　債　合　計 0
積立金・繰越金

0 周年事業積立金  - 
0
0
0 次期繰越金  76,983  

積立金・繰越金　合　計  76,983 
資　産　合　計  76,983 負債・積立金・繰越金合計  76,983 

自2015年 4月1日　至2016年 3月31日

単位：千円 単位：千円単位：千円単位：千円

単位：千円 単位：千円単位：千円単位：千円

湯口同窓会会長より授与
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フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
認
定
同
好
会

黄
色
い
ト
マ
ト

　

「
50
周
年
記
念
の
宴
」

航
空
部
50
周
年

「
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」
を

開
催

洋
弓
部
創
部
50
周
年
記
念
式
典
開
催

  
支
部
設
立
の
予
定

鳥
取
県
支
部

設
立
５
周
年
公
開
記
念
講
演
会

● 
宮
崎
県
支
部 

： 

９
月
30
日︵
金
︶ 

宮
崎
観
光
ホ
テ
ル

● 

福
岡
県
福
岡
支
部 

： 

2017
年
６
月
頃

● 

佐
賀
県
支
部 

● 

士
業
支
部︵
職
域
支
部
︶ 

※
詳
細
は
、
次
回
校
友
会
報
№
84
で
ご
案
内
し
ま
す

　
５
月
26
～
27
日
、
３
学
舎

と
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
西
本

願
寺
、
薬
師
寺
を
巡
る
ツ
ア

ー
を
敢
行
。

　

大
宮
図
書
館
の
地
下
等
、

普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

所
の
見
学
が
で
き
、
薬
師
寺

で
は
、
村
上
会
長
自
ら
案
内

し
て
下
さ
り
、
解
体
工
事
中

の
東
塔
の
内
部
ま
で
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

玄
奘
三
蔵
の
旅
を
表
し

た
、
平
山
郁
夫
画
伯
の
大
唐

西
域
壁
画
は
圧
巻
で
あ
っ

た
。（事

務
局
長　

高
橋
行
仁
）

　

５
月
28
日
、
西
本
願

寺
の
拝
観
か
ら
は
じ
ま

り
、
書
院
や
飛
雲
閣
を

見
学
。
そ
の
後
は
龍
谷

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
て
特

別
展
を
見
学
し
、
心
の

講
座
を
聴
講
、
各
講
話

は
参
加
者
全
員
が
深
い

感
銘
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で

は
、
世
代
を
超
え
た

様
々
な
情
報
交
換
で
大

い
に
盛
り
あ
が
っ
た
。

（
岡
田
章
男
）

島
根
県
支
部

お
と
な
の
修
学
旅
行

阪
神
支
部

京
都
散
策
・
心
の
講
座
参
加

　

６
月
18
日
、
と
り
ぎ
ん
文

化
会
館
に
て
、
年
次
総
会
お

よ
び
支
部
設
立
５
周
年
の
公

開
記
念
講
演
会
を
開
催
し

た
。
講
師
に
は
李
相
哲
社
会

学
部
教
授
を
お
招
き
し
、
世

界
情
勢
を
見
つ
め
た

お
話
を
聴
講
。

　

龍
谷
大
学
と
鳥
取

県
は
、
２
０
１
０
年

以
来
連
携
協
定
を
結

ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
母
校
の
発
展
を

願
い
な
が
ら
、
学
ん

だ
こ
と
を
更
に
地
域

に
貢
献
し
よ
う
と
誓

っ
た
。

　

記
念
品
は
、
龍
大

生
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の

「
龍
谷
カ
レ
ー
」
と

「
北
船
路
」
と
い
う

日
本
酒
で
、
学
生
の

意
欲
的
な
取
り
組
み

に
感
心
し
き
り
で
あ

っ
た
。（
支
部
長　

衣
笠
告
也
）

和
歌
山
県
・
海
南
有
田
支
部

第
６
回
染
二
落
語
会
開
催

広
島
県
支
部

カ
ー
プ
応
援
で
交
流
会

　

７
月
２
日
、
有
田
市
港
町

の
教
念
寺
に
て
、
林
家
染
二

さ
ん
の
落
語
独
演
会
を
賑
々

し
く
開
催
し
た
。
染
二
さ
ん

の
落
語
会
は
、
い
つ
も
親
切

丁
寧
、
お
客
様
の
気
持
ち
を

酌
ん
で
進
行
さ
れ
る
。
檀
家

様
、
地
域
の
皆
様
方
と
校
友

合
せ
て
約
100
名
が
一
堂
に
会

し
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

た
。
近
頃
、
し
か
め
っ
面
の

風
神
雷
神
、
暴
れ
ん
坊
鯰
も

我
々
校
友
会
に
免
じ
笑
顔
で

穏
か
に
願
い
た
い
も
の
で
あ

る
。

　
　
（
支
部
長　

田
井
伸
幸
）

　

８
月
19
日（
金
）、
広
島
カ

ー
プ
観
戦
＆
交
流
会
を
マ
ツ

ダ
ズ
ー
ム
ズ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア

ム
広
島
で
開
催
。

　

若
手
卒
業
生
の
参
加
も
多

く
、総
勢
40
名
が
参
加
し
た
。

　

交
流
会
場
で
は
、
カ
ー
プ

マ
ス
コ
ッ
ト
の
ス
ラ
ィ
リ
ー

と
ハ
イ
タ
ッ
チ
や
ダ
ン
ス
な

ど
で
盛
り
上
が
っ
た
。

　

試
合
（
対
ヤ
ク
ル
ト
18
回

戦
）
は
８
回
裏
に
４
得
点
の

大
逆
転
で
、
全
国
校
友
大
会

を
前
に
交
流
に
拍
車
が
か
か

っ
た
。

（
道
教
雅
仁
）

第２回「士業」に携わる卒業生の
「交流会・名刺交換会」

第6回「龍谷大学校友会・無料税務相談室の開設」

1. 日　時：11月 6日（日）12:30 ～ 30 分程度
その後、紫英館 6F. グリルにて交流会にご参加ください。

2. 場　所：深草キャンパス【4 号館 5 階　512 教室】
ご参加希望の方は校友会事務局（TEL 075-645-2015）へ
10 月 28日（金）までにご連絡ください。

3. 対　象：弁護士（司法試験合格者を含む）、公認会計士、税理士、司法書士、
土地家屋調査士、不動産鑑定士、社会保険労務士、中小企業診断士、
行政書士、弁理士、ほか

4. 主　催：龍谷大学校友会
5. 呼びかけ人：法曹支部及び龍谷大学職業会計人会グループ

校友会会員のために校友会の職域支部の職業会計人グループ「RAS」による無料の税務
相談室を下記要領により開設いたします。
1. 日　時：11月6日（日）14:00 ～ 17:00 まで。
2. 揚　所：龍谷大学深草キャンパス内にて（当日は深草でのホームカミングデー）相談

室は当日、掲示予定。
3. 担　当：龍大卒の税理士（近畿税理士会所属会員）
4. 予　約：相談は原則、事前予約とさせていただきます。

連絡先（事務局）尾崎春樹税理土事務所 （TEL 075-645-1601）
相談日の2日前までにお願いします。
なお、税理士には税理士法により守秘義務が課せられており、将来にわたり
あなたの相談内容を他に洩らすことはありません。安心してご相談ください。

5. 回答については、原則として、口頭による一般的な説明とさせていただきます。

日
　時
：
11
月
19
日（
土
）

　
　
　
　
13
時
～　
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
顕
真
館
）

　
　
　
　
14
時
～　
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
４
号
館
地
下
食
堂
）

　

６
月
５
日
（
日
）、
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
認
定
同
好
会
黄
色

い
ト
マ
ト
（
黄
ト
マ
）
の
「
50

周
年
記
念
の
宴
」
が
深
草
学

舎
に
て
催
さ
れ

た
。
黄
ト
マ
は

66
（
昭
和
41
）

年
に
創
会
。
以

来
50
年
、
学
内

の
コ
ン
サ
ー
ト

を
中
心
に
活
動

し
、
プ
ロ
・
ア

マ
数
多
く
の
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

も
輩
出
し
て
き

た
。
こ
れ
ま
で

世
代
ご
と
の
Ｏ

Ｂ
会
は
開
か
れ

て
き
た
が
、
一

堂
に
会
す
る
交
流
会
は
今
回

が
初
め
て
。

　

会
に
は
１
期
生
か
ら
現
役

生
ま
で
110
名
が
参
加
。
冒
頭
、

創
会
者
の
前
田
敏
和
さ
ん
や

初
代
会
長
の
服
部
芳
男
さ

ん
、
認
定
に
寄
与
し
た
畑
利

和
さ
ん
ら
、
草
創
期
の
立
役

者
た
ち
が
挨
拶
を
し
た
。
ま

た
、
歴
代
会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
集
め
た
記
念
文
章
が
配
布

さ
れ
、
各
世
代
の
活 

動
写
真

も
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
歓
談

で
は
終
始
和
や
か
に
、
旧
交

を
温
め
、
世
代
を
超
え
て
交

流
を
深
め
合
っ
た
。

　

締
め
く
く
り
は
黄

ト
マ
ら
し
く
、
Ｏ
Ｂ

の
生
演
奏
に
よ
る
シ

ン
グ
ア
ウ
ト
。
全
員

で
ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
や

ボ
ブ
・
マ
ー
リ
ー
の
名

曲
を
歌
い
、
ラ
イ
ブ

会
場
さ
な
が
ら
に
盛

り
上
が
っ
た
。

　

最
後
は
、
数
々
の

名
ラ
イ
ブ
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
旧
図
書
館

前
で
記
念
撮
影
。

　

思
い
出
深
い
一

日
と
な
っ
た
が
、

「
こ
れ
を
機
に
現
役
生
を
含

め
た
交
流
の
機
会
が
少
し
ず

つ
で
も
増
え
れ
ば
（
主
宰
者

の
松
川
俊
行
さ
ん
）」
と
、

今
後
の
発
展
に
向
け
た
契
機

に
も
な
っ
た
。

旧図書館前で記念撮影

　

６
月
11
日（
土
）、
深
草
学

舎
に
て
航
空
部
50
周
年
記
念

式
典
・
祝
賀
会
を
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

学
校
関
係
者
、
卒
業
生
、

学
生
等
約
70
名
の
出
席
の
も

と
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。
１

期
生
か
ら
50
期
ま
で
航
空
部

を
作
り
・
育
て
て
き
た
各
代

が
集
ま
り
、
卒
業
生
は
学
生

時
代
の
思
い
出
に
会
話
が
弾

み
ま
し
た
。

　

今
回
、
卒
業
生
と
現
役
学

生
の
絆
を
強
め
る
こ
と
が
で

き
、
そ
し
て
航
空
部
の
新
た

な
前
進
・
発
展
の
た
め
の
大

き
な
一
歩
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
60
周
年
に
向
け
て
現

役
学
生
を
支
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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間
、
目
頭
が
あ
つ
く
な
っ
て

き
た
。
私
は
食
べ
か
け
の
卵

か
け
ご
飯
を
、
父
の
仏
壇
に

そ
っ
と
供
え
た
」

　

い
い
お
供
え
だ
と
思
い
ま

せ
ん
か
。
卵
か
け
ご
飯
は
、

お
仏
壇
の
お
供
え
に
は
向
か

な
い
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
睦

美
さ
ん
の
よ
う
な
、
あ
つ
い

思
い
が
込
め
ら
れ
る
と
、
本

当
に
素
晴
ら
し
い
お
供
え
に

変
わ
り
ま
す
ね
。

　

法
事
、
仏
事
は
、
先
人
の

築
き
上
げ
た
「
死
者
と
生
者

を
結
び
付
け
、
勇
気
を
も
っ

て
歩
む
生
き
方
」
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
く
場
な
の
で
す
。

学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
っ

と
心
豊
か
な
世
界
が
、
私
た

ち
の
前
に
開
け
て
い
く
の
で

す
。

龍
Ｒ
ｏ
ｎ
が
聞
く

「
仏
教
に
学
ぶ
」

源
信
和
尚
っ
て

ど
ん
な
人
？

　

京
都
に
甘
味
処
４
店
舗
を

構
え
る
１
９
２
７
年
開
業
の
老

舗
「
梅
園
」。
代
表
を
務
め
る
西

川
葵
さ
ん
は
00
年
国
際
文
化
学
部

（
現
・
国
際
学
部
）
の
卒
業
生
。

　
「
梅
園
」を
継
い
だ
の
は
自
然

な
こ
と
だ
っ
た
と
言
う
。
子
ど

も
の
頃
か
ら
学
校
帰
り
に
河
原

町
の
本
店
に
立
ち
寄
り
、
お
や

つ
に
大
好
き
な
み
た
ら
し
団
子

を
食
べ
て
い
た
。
学
生
時
代
は

本
店
と
清
水
店
を
手
伝
い
、
就

職
し
て
か
ら
は
若
い
人
た
ち
に

も
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、

こ
の
２
店
舗

で
八
角
や
甘

酒
を
使
っ
た

ぜ
ん
ざ
い
や

マ
ン
ゴ
ー
の
か
き
氷
な
ど
の
新

商
品
で
様
々
な
試
み
を
し
た
。

　

２
０
１
０
年
開
店
の
「
う
め
ぞ

のCAFE & GALLERY

」（
烏

丸
店
）
で
は
み
た
ら
し
団
子
も
扱

う
が
、
抹
茶
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
ふ

わ
ふ
わ
も
ち
っ
と
し
た
食
感
が
若

い
人
を
中
心
に
受
け
た
。

　

高
校
・
大
学
時
代
か
ら
物
件
探

し
が
趣
味
だ
っ
た
西
川
さ
ん
。
人

の
流
れ
が
よ
く
近
く
に
い
い
お
店

が
あ
り
、
町
の
雰
囲
気
を
創
っ
て

く
れ
る
場
所
を
探
し
て
い
て
見
つ

け
た
の
が
、
烏
丸
店
と
３
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
「
う
め
ぞ
の
茶
房
」

の
物
件
。

　

う
め
ぞ
の
茶
房
の
お
菓
子
、
西

川
さ
ん
が
考
案
し
た「
か
ざ
り
羹
」

は
目
に
も
鮮
や
か
で
美
し
い
。
寒

天
や
わ
ら
び
粉
や
れ
ん
こ
ん
粉
を
ベ

ー
ス
に
、
餡
と
ラ
ズ
ベ
リ
ー
や
レ
モ

ン
な
ど
を
入
れ
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
味
わ
い
を
出
す
。
食

感
も
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
や
配
合
に

よって
違
い
、
甘
す
ぎ
ず
デ
ザ
ー
ト

の
よ
う
な
さ
わ
や
か
な
和
菓
子
。

ト
ッ
ピ
ン
グ
の
果
物
や
生
ク
リ
ー
ム

仏
教
に
学
ぶ

鶴林寺真光院住職
叡山学院教授

吉田　実盛

吉
田
実
盛
（
よ
し
だ
・
じ
っ
せ
い
）

61
年
兵
庫
県
加
古
川
市
生
ま
れ
。
84
年
、

龍
谷
大
学
文
学
部
仏
教
学
科
卒
業
、
90

年
に
同
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専

攻
博
士
後
期
課
程
修
了
。
兵
庫
大
学
短

期
大
学
部
教
授
を
経
て
現
在
、
天
台
宗

鶴
林
寺
真
光
院
住
職
、
叡
山
学
院
教
授
、

加
古
川
市
教
育
委
員
会
委
員
長
、
鶴
林

寺
宝
物
館
学
芸
員
、
加
古
川
刑
務
所
宗

教
教
誨
師
。

編
集
後
記

うめぞの茶房

　

源げ
ん
し
ん
か
し
ょ
う

信
和
尚
（
九
四
二
～

一
〇
一
七
）は
平
安
中
期
、

二
上
山
の
ふ
も
と
、
今
の

奈
良
県
葛
城
市
に
生
ま

れ
、
幼
く
し
て
比
叡
山
に

登
っ
て
学
問
修
業
さ
れ
ま

し
た
。

　

比
叡
山
横よ

か
わ川

の
恵え

し
ん
い
ん

心
院

に
住
ん
で
お
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
恵
心
僧
都
源
信
和

尚
と
呼
ば
れ
ま
す
。
地
獄

の
す
さ
ま
じ
さ
と
、
阿
弥

陀
如
来
の
極
楽
往
生
を
す

す
め
る
『
往
生
要
集
』
を

著
作
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

書
に
よ
っ
て
、
の
ち
に
多

く
の
地
獄
絵
図

が
日
本
で
描
か

れ
ま
す
。ま
た
、

比
叡
山
の
天
台

浄
土
教
の
大
成

者
と
し
て
、
ま

た
当
時
の
中
国

か
ら
「
日
本

　

私
が
所
属
し
た
サ
ー
ク
ル

は
、
男
声
合
唱
団
で
し
た
。

浄
土
真
宗
の
仏
教
讃
歌
を
う

た
い
、
学
部
時
代
は
山
崎
慶

輝
先
生
、
大
学
院
で
は
元
学

長
の
北
畠
典
生
先
生
に
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
、
私
は
天
台
宗
・
鶴か

く
り
ん林

寺じ

真
光
院
の

住
職
で
す
が
、

み
な
さ
ん
に

心
の
や
す
ら

ぎ
と
い
う
も

の
を
届
け
る

の
が
、
僧
侶
と
し
て
の
私
の
仕

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
私
の
近
辺
で
は
、

お
葬
式
や
法
事
が
形
式
的
に

な
り
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。
も
し
そ
こ
で
一
連

の
仏
事
の
意
味
、
い
わ
れ
を

知
っ
て
い
た
だ
く
と
、
こ
ん

な
考
え
方
が
あ
っ
た
の
か

と
、
心
が
豊
か
に
な
っ
て
い

た
だ
け
る
は
ず
で
す
。

「
枕
経
」「
満
中
陰
」と
は

　

人
が
亡
く
な
る
と
き
に
、

「
ま
く
ら
ぎ
ょ
う

枕
経
」
と
い
う
も
の
を
つ

と
め
ま
す
。
私
ど
も
の
天
台

宗
で
は
、「
臨
終
行ぎ

ょ
う
ぎ儀
」
と

言
い
、
今
か
ら
一
千
年
ほ
ど

前
の
平
安
時
代
に
、
比
叡
山

横よ
か
わ川
の
恵え

し
ん
そ
う
ず

心
僧
都
源げ

ん
し
ん
か
し
ょ
う

信
和
尚

と
い
う
高
僧
が
行
っ
た
と
い

う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

人
が
臨
終
を
迎
え
よ
う
と

し
た
と
き
、
枕
許
に
親
戚
縁

者
が
集
ま
り
、
お
坊
さ
ん
を

呼
ん
で
、
臨
終
の
人
を
極
楽

浄
土
に
往
生
し
て
い
た
だ
こ

う
と
、「
南
無
阿
弥
陀
仏　

南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お
念
仏

を
と
な
え
る
の
で
す
。

　

現
在
、
人
が
亡
く
な
る
と

お
医
者
さ
ん
が
死
亡
診
断
書

を
書
い
て
く
だ
さ
り
、
こ
こ

で
法
律
的
に
遺
体
は「
物
体
」

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
直
後

の
ご
遺
体
を
触
る
と
、
ま
だ

あ
た
た
か
い
。
体
温
が
残
っ

て
い
る
。細
胞
レ
ベ
ル
で
は
、

ち
ゃ
ん
と
生

き
て
い
る
か

ら
で
す
。
そ

し
て
初
七
日

か
ら
七
七
日

へ
と
。
じ
つ

は
こ
の
間
、
細
胞
の
死
が
ど

ん
ど
ん
進
ん
で
い
る
の
で

す
。
で
は
最
後
の
細
胞
が
死

に
絶
え
る
の
は
、
い
つ
頃
で

し
ょ
う
か
。早
く
て
一
ヶ
月
、

遅
く
て
一
ヶ
月
半
。
す
べ
て

の
細
胞
が
死
に
絶
え
、
こ
の

世
で
の
依よ

り
し
ろ
が
一
切
な

く
な
っ
て
し
ま
う
時
期
、
こ

れ
を
昔
の
人
た
ち
は
「
満
中

陰
」
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　

次
に
続
く
法
事
が
「
百
ヶ

日
」
で
す
。
別
名
で
「
卒そ

っ

哭こ
く
き忌
」
と
言
い
ま
す
。「
哭
」

は
、
声
を
あ
げ
て
泣
く
と
い

う
意
味
で
す
。
三
ヶ
月
を
す

ぎ
た
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
泣
く

よ
う
な
悲
し
み
か
ら
卒
業
し

て
、
あ
な
た
が
元
気
に
生
き

て
い
る
姿
こ
そ
、
泣
く
人
を

安
心
さ
せ
る
の
だ
と
、
心
を

切
り
か
え
る
法
事
で
す
。

　

そ
し
て
一
周
忌
か
ら
三
回

忌
へ
。
天
台
宗
で
は
そ
の

後
、
七
回
忌
、
十
三
回
忌
、

二
十
五
回
忌
の
法
事
を
つ
と

め
ま
す
。
十
三
回
忌
と
は
数

え
で
、
満
十
二
年
、
二
十
五

回
忌
は
満
二
十
四
年
、
つ
ま

り
干
支
ま
わ
り
な
ん
で
す

ね
。
七
回
忌
は
満
六
年
、
干

支
の
半
ま
わ
り
。
だ
か
ら

十
三
回
忌
が
く
る
と
、
あ
あ

お
母
さ
ん
は
亡
く
な
っ
て
干

支
が
ひ
と
ま
わ
り
し
た
の
だ

ね
と
、
そ
う
い
う
形
で
故
人

を
偲
ん
で
き
た
の
で
す
。

卵
か
け
ご
飯
の
お
供
え

　

雑
誌
「
潮
」
の
特
別
賞
を

と
ら
れ
た
八
木
睦む

つ
み美
さ
ん

の
「
最
後
の
晩
餐
」
と
い
う

随
筆
が
あ
り
ま
す
。
八
木

睦
美
さ
ん
の
お
父
さ
ん
は
、

六
十
一
歳
の
と
き
ガ
ン
で
亡

く
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の

闘
病
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る

と
き
の
お
話
で
す
。

　

内
臓
が
機
能
せ
ず
、
点
滴

で
養
分
補
給
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
お
父
さ
ん
が
睦
美
さ
ん

に
、
卵
か
け
ご
飯
が
食
べ
た

い
と
。
昔
は
卵
が
高
価
で
、

病
気
に
で
も
な
ら
な
い
と
口

に
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

睦
美
さ
ん
は
す
ぐ
に
用
意

し
、
ス
プ
ー
ン
で
お
父
さ
ん

の
口
へ
。
ほ
ん
の
少
し
な
め

る
よ
う
に
お
食
べ
に
な
っ
た

お
父
さ
ん
は「
お
い
し
い
よ
」

と
、
ひ
と
筋
の
涙
を
流
さ
れ

た
の
で
す
。
そ
の
翌
日
、
お

父
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
。

随
筆
の
最
後
は
、
以
下
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
以
来
、
私
は
卵
か
け
ご

飯
を
食
べ
な
か
っ
た
。
父
の

こ
と
を
思
い
出
し
、
せ
つ
な

く
な
る
か
ら
だ
。
父
の
五
回

目
の
命
日
が
近
づ
い
た
今

日
、
私
は
卵
か
け
ご
飯
を
作

っ
て
み
た
。
箸
を
口
に
運

び
、
ご
飯
を
舌
に
の
せ
た
瞬

小し
ょ
う
し
ゃ
か

釈
迦
源
信
如
来
」
と
い

う
称
号
を
贈
ら
れ
、
法
然

上
人
や
親
鸞
聖
人
に
多
大

な
影
響
を
与
え
た
高
僧
で

す
。

　

龍
谷
大
学
図
書
館
に
は

『
往
生
要
集
』（
建
長
版
）

が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

臨
終
の
と
き
多
く
の
菩
薩
が
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
に
導
く
と

い
う
當
麻
寺（
奈
良
県
葛
城
市
）の
練
供
養
会
式

西川葵さん

かざり羹

み
え
な
い
佛
の
不
思
議
な
力

死
者
と
生
者
を
つ
な
ぐ
世
界

取
材
で
熊
本
県
支
部
総
会
に
出
席

し
た
。
着
い
て
す
ぐ
に「
昨
日
も
震

度
３
の
地
震
が
あ
り
、いつ
あって
も
お

か
し
く
な
い
の
で
留
意
し
て
く
だ
さ

い
」と
言
わ
れ
、ま
だ
熊
本
地
震
が
終

わって
い
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
。

一
般
に
も
公
開
さ
れ
た
講
演
会
は

釈
徹
宗
先
生
が
講
師
で
テ
ーマ
は「
浄

土
真
宗
のエ
ト
ス
」。今
こ
の
よ
う
な
ピ

ン
チ
の
時
こ
そ
、地
域
の
習
慣
・
宗
教

的
な
行
為
儀
式（
エ
ト
ス
）が
必
要
で
、

こ
こ
か
ら「
立
ち
上
が
る
」、「
立
ち
戻

る
」の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
仰
って
お
ら

れ
た
。

震
災
は
地
域
の
人
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な

り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
場
が
失
わ
れ

る
。こ

の
よ
う
な
時
に
大
切
な
の
は「
離

れ
て
い
る
方
か
ら
声
を
掛
け
て
も
らっ

た
こ
と
。
お
互
い
が
声
を
掛
け
合
う

こ
と
で
力
に
な
り
、
前
向
き
に
取
り

組
め
ま
す
」と
、自
坊
が
倒
壊
さ
れ
た

校
友
が
明
る
く
話
し
て
く
だ
さった
。

　

今
年
の
総
会
は「
人
が
集
ま
る
の

か
？ 

雰
囲
気
は
？
」と
心
配
し
て
い

た
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
微
塵
も

な
く
、
和
や
か
に
情
報
交
換
が
な
さ

れ
て
い
た
。

　

町
で
見
か
け
た
標
語「
負
け
ん

ば
い
熊
本
」が
懇
親
会
そ
の
も
の
で

あ
っ
た
。

　

支
部
長
よ
り「
会
員
が
被
災
者
で
、

個
々
に
は
助
け
あ
っ
た
が
、支
部
と
し

て
は
何
も
で
き
な
かっ
た
」と
反
省
さ

れ
て
い
た
。こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
、支

部
に
代
わ
り
校
友
会
本
部（
事
務
局
）

が
被
災
者
の
「
コ
ミュニテ
ィ
ー
の
場
」

に
な
り
、
校
友
の
皆
さ
ま
を
支
え
て

い
か
な
け
れ
ば
と
、
痛
感
し
た
。

　

終
わ
り
に
、こ
の
よ
う
な
時
期
に
例

年
通
り
、支
部
総
会
を
開
催
さ
れ
た

黒
田
支
部
長
・
高
千
穂
事
務
局
長
は

じ
め
、役
員
の
方
々
の
努
力
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。ま
た
、出
席
さ
れ
た
支

部
の
皆
さ
ま
か
ら
逆
に
元
気
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
共

に
、一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い

ま
す
。                          （
米
田
）

比叡山横川の恵心院

うめぞの茶房
〒 603-8223 京都市北区紫野東藤ノ森町 11-1
京都市バス「大徳寺前」停留所より徒歩約 5 分

「堀川鞍馬口」停留所より徒歩約 7 分 
Tel 075-432-5088
■営業時間 11:30 〜 19:00
　（テイクアウト、イートイン LO18:30）
■定休日　不定休
http://umezono-kyoto.com

甘党茶屋梅園 河原町店
京都市中京区河原町三条下る山崎町 234-4
Tel 075-221-5017 ／ Fax 075-255-4498
■営業時間 10:30 〜 19:30（LO 19:20）

甘党茶屋梅園 清水店
京都市東山区清水産寧坂 339-1
Tel 075-531-8538
■営業時間 11:00 〜 18:00

うめぞの CAFE & GALLERY
京都市中京区不動町 180（新町蛸薬師西入る） 
Tel 075-241-0577
■営業時間 11:30 〜 19:00（LO 18:30）

2016年3月開店

と
のマ
リ

ア
ー
ジ
ュ

が
斬
新

だ
。
地

産
地
消

を
心
が

け
食
材

に
も
こ

だ
わ
って
い
る
。

　

オ
ー
プ
ン
ま
で
の
試
行
錯
誤
の
１

年
間
を
西
川
さ
ん
は
あ
た
り
ま
え

の
よ
う
に
話
す
。
そ
ん
な
中
６
月

に
は
「
山
滴
る
、
甘
党
市
」
を
企

画
し
、
全
国
か
ら
28
店
舗
の
和
菓

子
屋
が
出
店
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

を
仕
掛
け
て
い
た
の
だ
。

　

西
川
さ
ん
に
は
、
京
都
の
和
菓

子
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、

若
い
人
に
も
和
菓
子
へ
の
関
心
を

持
ち
続
け
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
あ
る
。
京
都
へ
来
る
度

昔ながらのみたらし団子

に
「
今
度
は
こ
の
お
店
に
行
こ
う
」

と
思
え
る
よ
う
に
。

　

西
川
さ
ん
の
し
な
や
か
な
挑
戦

に
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

五
感
で
楽
し
む

季
節
の「
か
ざ
り
羹か

ん

」

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

校
友
会
報
№
82
に
ご
登
場

い
た
だ
き
ま
し
た
稲
野
一

美
さ
ん
の
お
名
前
が
間
違

っ
て
お
り
ま
し
た
。

〈
誤
〉
稲
野　

和
美
さ
ん

〈
正
〉
稲
野　

一
美
さ
ん

こ
こ
に
訂
正
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。




